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目田回図一高
森
町
文
化
祭

恒
例
の
高
森
町
文
化
祭
が
十

一

月
二
日
と
二
日
の
文
化
の
日
に
町

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
町
文
化
協
会
で
は
、
こ
の

文
化
祭
作
品
出
品
と
文
化
に
関
す

る
色
々
な
展
示
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

を
希
望
さ
れ
る
方
を
募
集
し
ま
す

の
で
、
奮

っ
て
応
募
く
だ
さ
い
。

■
出
品
、
出
展
要
項
、
出
品
内
容

（作
品
数
、
大
き
さ
、
ス
ペ
ー
ス

な
ど
）
を
十
月
二
十

一
日

（金
）

ま
で
に
文
化
協
会
事
務
局

（役
場

内
教
育
委
員
会
）
８
２

・
１
１
１

１
内
線
１
６
９
番
ま
で
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。
作
品
の
搬
入
は
十

一

月

一
日
午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で

に
行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町
の
移
動
図
書
の
巡

回
が
あ
り
ま
す
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

（火
）

１０
時
～
１０
時
半

Ｈ
時
～
Ｈ
時
半

１３
時
～
１３
時
半

１４
時
～
１４
時
半

（水
）

１０
時
～
１０
時
半

１０
時
半
～
Ｈ
時

１３
時
～
１３
時
半

１３
時
半
～
１４
時

１４
時
～
１４
時
半
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野の花と風薫る郷から

広報 七Uた

平
成
十

一
年
に
国
民
体
育
大
会
が
熊
本
県

一

で
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
に
向
け
て
、
町

一

と
県
で
は
す
で
に
色
々
な
準
備
や
取
り
組
み

一

を
行

っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

こ
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

〓

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
国
体
競
技
種
目
の

一

中
で
本
町
で
は
テ
ニ
ス
が
行
わ
れ
る
こ
と
も

一

あ
り
、
地
域
で
の
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
振
興

一

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
テ
ニ
ス
の
ス
ポ
ー
ツ

一

教
室
が
開
催
さ
れ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
一一

参
加
申
し
込
み
と
問
い
合
わ
せ
は
高
森
町

一

役
場
内
の
高
森
町
教
育
委
員
会
ま
で
ど
う
ぞ
。
一一

雪
２

・
１
１
１
１
内
線
１
６
９
番
　
　
　
　
一一一

■
と
　
き
　
十

一
月
二
日
午
前
九
時
半
か
ら

一

■
と
こ
ろ
　
南
阿
蘇
国
民
休
暇
村
　
　
　
　
一一

■
内
　
容
　
講
義
と
実
技
指
導
　
　
　
　
　
一一

■
講
　
師
　
九
重
幸
彦

（熊
本
ア
カ
デ
ミ
ー

一

テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
）
丸
山
透

（熊
本
行
政
監
察

一

事
務
所
）

編

集

後

記

町 の 移 動 図 書

そ
れ
―
引
け
１
／

よ
い
し
ょ

よ
い
し
ょ
／
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平成 6年 10月 5日 発行

「ソリャーク」親の面目にかけて大奮闘

老人会の河原福寿会の皆さんも運動会

を楽しみました。

やった一 / ―等賞″

スポーツの秋1河原」ヽ 最後の運動会
秋の風物詩の―つに運動会があります。 9月 18日 の日曜

日に河原小学校区の運動会がありました。草北小、野尻小

とともに来年4月 からは高森東小学校として統合されます。

明治15年開校、昭和53年に現在の校合に改築された同校

の閉校を惜しみながら、老いも若きも力いっぱい 阿 原小

最後の運動会」で菫闘しました。

人□の動き
(9月 1日現在 )

世帯数 2,527(+1)
男  3,916(+7)
女  4,239(+9)

総 数 8,155(+16)

読
書
の
秋

十
月
十
八
日

草
部
出
張
所

Ｊ
Ａ
草
北

野
尻
出
張
所

Ｊ
Ａ
河
原

十
月
十
九
日

Ｊ
Ａ
色
見

Ｊ
Ａ
上
色
見

横
町
Ａ
団
地

下
町
公
民
館

須
坂
団
地

平成11年 国体熊本県大会開催を前 |こ地i或 スポーツの振興と

普及をめざして

cD

▼
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
夏
か
ら

一
挙
に
「涼
し
す
ぎ
る
」
秋
が
ゃ

つ

て
き
ま
し
た
。
と
う
と
う
雨
も
ほ

と
ん
ど
降
ら
ず
、
「実
り
の
秋
」
に

な

つ
て
く
れ
る
の
か
心
配
で
す
。

▼
さ
て
今
月
号
は
国
際
交
流
関
係

の
記
事
に
集
中
し
て
み
ま
し
た
。

皆
さ
ん
が
共
通
し
て
言
わ
れ
る
こ

と
は
国
際
交
流
に

一
番
大
切
な
こ

と
は
、
ま
ず
は
相
手
の
国
を
尊
重

す
る
心
を
持
つ
こ
と
が
大
切
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
最
初
は
確
か
に

文
化
や
風
習
の
違
い
に
戸
惑
い
、

自
分
の
国
の
文
化
だ
け
が
正
し
い

と
い
う
考
え
で
単
純
に
比
較
し
て

し
ま
う
だ
け
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
外
国
と
接
す
る
機
会
が
極
端
に

少
な
い

「島
国
根
性
」
と
も
言
え

る
日
本
人
の
悪
い
と
こ
ろ
で
あ
る

と
文
化
人
も
語

っ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
こ
の
考
え
か
ら
脱
却
し
な

け
れ
ば
、
真
の
国
際
交
流
は
で
き

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
広
報
を
作
り
始
め
て
こ
の
十
月

号
で
や

っ
と
六
号
目
に
な
り
ま
し

た
。
右
も
左
も
分
か
ら
な
い
ま
ま

に
作

つ
て
き
ま
し
た
。
皆
様
色
々

と
お
気
づ
き
の
点
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。ご
遠
慮
な
く
ご
意
見
や
色
々

な
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●   ●

●   ●

おめでた

児玉  葵ちゃん 真 ~キ ′⌒E4
( 森 )7・ 29生  清 美

c″υノxス

津留  希ちゃん  茂 キ′⌒_ニ
( 森 )7・ 31生 照 美

C″νノニメ

佐渡 朋也ちゃん

(昭 和)8・ 7生

白石 有沙ちゃん

(河 原)8・ 10生

甲斐 誠弥ちゃん

(永野原)8・ 16生

甲斐 朋代ちゃん

(横 町)8・ 17生

横川 雄士ちゃん

(旭 通)8・ 23生

おくやみ
もうしあげます

豊皇
C=コ 月置ス の 灯

ありがとうございました (敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

く香典返 し〉安片信子、甲斐正勅、瀬井

昭雄、瀬井辰芳
く快気祝〉遠山昭子、甲斐ヨキ、佐野廣
■広報送料寄付

山口 明生 (山梨県甲府市)

さんの長女

さんの長女

(敬称略)

んさ の長 男

長男

(1994.8月 受付分 )

さんの長男

さんの

赤 ち ゃ ん
たんじょう

紀

美

一
り

治

子

美

代

士

子

か

　

恵

政

里

信

ゆ

誠

美

孝

千

将

明

(住所)

野 尻
津 留
尾 下

高 森
永野原
上色見
色 見
上色見

(御遺族)

瀬井 昭雄

瀬井 辰義

甲斐 正勅
橋本 初蔵

穴見 トシ子

宇藤 美佐

安片 信子

高倉ヒサエ

(死亡者)(年齢)

瀬井 ツグ 86
瀬井 好壽 81
甲斐 堅生 43
橋本ンマエ 62
穴見 道夫 61
宇藤 伸悟 1
安片野生男 55
高倉  来 81

この広報では、町内、町外を問わず、皆

さんからのいろいろな情報やご意見、お便

りを順次、掲載させていただいております。

どうぞ情報をお寄せください。

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い
っ

ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に
し
ま

す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の
薫

る
潤
い
の
あ
る
町
に
し
ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供
の

夢
を
育
て
幸
せ
な
町
に
し
ま

す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振
興

し
活
力
あ
る
町
に
し
ま
す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心
身

を
き
た
え
健
全
な
町
に
し
ま

す
。

(24)

■発行/高森町役場 ■編集/総務課 〒869-16・ 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 80%76-21111・ FAX 2-1174
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ヽヽ物畿でも:轟沈錨|で
8会場で敬老会を開催

草部北部地区敬老会では44名 のご長寿を祝う

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
十
月
二
十
六
日
（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

三
階
中
会
議
室

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。
■
十

一
月
十
九
日
（土
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

■
高
森
中
央
公
民
館

（昭
和
）

大
字
高
森

・
旭
通

今
年
も
敬
老
会
の
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
本
町
で
も
九
月
十
五
日

の
前
後
に
各
校
区
婦
人
会
と
の
共

催
に
よ
り
各
地
区
で
敬
老
会
を
行

い
、
お
年
寄
り
の
益
々
の
ご
長
寿

を
お
祝
い
し
ま
し
た
。
今
年
の
敬

老
者
は
七
十
四
歳
が
百
四
名
。
七

十
五
歳
以
上
が
五
百
八
十
七
名
。

八
十
八
歳
以
上
が
七
十
八
名
の
七

百
六
十
九
名
と
金
婚

（結
婚
５０
年

以
上
）
十
九
組
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚

（結
婚
６０
年
以
上
）
三
組
の
ご
夫
婦

合
わ
せ
て
八
百
十
三
名
で
し
た
。

九
月
十
六
日
午
前
十
時
か
ら
開

か
れ
た
草
部
北
部
地
区
の
敬
老
会

に
は
敬
老
者
四
十
四
人
中
三
十
五

人
が
出
席
。
今
村
町
長
か
ら
の
祝

辞
の
あ
と
敬
老
年
金
と
記
念
品
の

贈
呈
。
そ
し
て
熊
日
新
聞
社
か
ら

の
金
婚
ご
夫
婦
に
表
彰
状
の
伝
達

な
ど
が
あ
り
、
祝
宴
で
は
、
草
北

保
育
園
や
草
北
校
区
婦
人
会
の
方
々

の
歌
や
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
こ
の
敬
老
会
開
催

に
あ
た

つ
て
は
、
各
校
区
の
婦
人

会
の
料
理
づ
く
り
な
ど
全
面
的
な

協
力
を
い
た
だ
い
て
開
催
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
。
ま
た
金
婚
ご
夫
婦

へ
の

「銭
亀
」
寄
贈
を
さ
れ
て
い

る
旭
通
の
馬
原
清
子
さ
ん
。
四
十

一
年
に
わ
た

つ
て
敬
老
者
お

一
人

づ
つ
の
記
念
写
真
を
贈
呈
さ
れ
て

役
場
や
県

。
国
な
ど
行
政
機
関

の
窓
口
の
対
応
や
仕
事
の
処
理
な

ど
に
対
す
る
苦
情
や
ご
意
見
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
本
町
で
も
次
の
と

お
り
行
政
相
談
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
十
月
二
十

一
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
高
森
中
央
公
民
館

■
相
談
員
　
本
田
卓
行
政
相
談
員

甲
種
防
火
管
理
者

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

ひ
て
　
　
た
か

本
　
田
　
英
　
隆

い
る
福
永
紘
喜
さ
ん
や

「赤
ち
ゃ

ん
の
ハ
イ

ハ
イ
姿
人
形
」
を
寄
贈

さ
れ
た
上
在
の
岩
下
芳
子
さ
ん
な

ど
、
多
方
面
の
方
々
の
温
か
い
ご

芳
志
を
い
た
だ
い
て
開
催
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
さ
い
ま
し
た
。

敬
老
者
の
方
々
の
益
々
の
ご
健

康
と
ご
長
寿
を
お
祈
り
し
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
三
組
を
表
彰

今
年
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
表
彰

は
次
の
方
々
が
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

岩
下
　
八
束
さ
ん

（８４
）
冬
野

都
義
恵
さ
ん

（８３
）

岩
下
佐
々
喜
さ
ん

（８７
）
旭
通

ツ
ネ
子
さ
ん

（８４
）

住
吉
　
始
守
さ
ん

（８６
）
中
園

ア
キ

エ
さ
ん

（８２
）

※
岩
下
佐
々
喜
さ
ん
は
九
月
十
三
日
に

亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
。

今
後
急
速
に
老
齢
者
人
口
が
増

え
て
い
き
ま
す
。
お
年
寄
り
に
生

き
が
い
を
与
え
、
寝
た
き
り
を
無

く
す
な
ど
、
健
康
な
生
活
を
お
く

っ

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
し
て

町
で
は
、
長
期
の
視
野
に
立

っ
た

老
人
福
祉
対
策
を
作
り
ま
し
た
の

で
、
あ
ら
た
め
て
紹
介
し
ま
す
。

本
部
で
は
、
消
防
法
施
行
令
第
二

条
第

一
項
第

一
号
の
規
定
に
基
づ

く
、
防
火
管
理
者
資
格
取
得
の
た

め
の
講
習
会
を
次
の
と
お
り
実
施

し
ま
す
。

詳
し
い
事
の
お
た
ず
ね
と
申
し

込
み

（十
月
十

一
日
か
ら
前
日
ま

で
。
定
員
六
十
名
に
な
り
次
第
締

切
）
は
、
消
防
本
部
予
防
警
防
課

の
予
防
係
８
０
９
６
７

・
３
２

・

０
０
２
４
ま
で
ど
う
ぞ
。

■
講
習
日
時
　
十

一
月
十
日
（木
）

と
十

一
日

（金
）
の
午
前
九
時
か

ら
午
後
四
時
半
ま
で
の
二
日
間
。

■
講
習
会
場
　
阿
蘇
郡
阿
蘇
町
大

字
黒
川

一
四
二
三
の

一
消
防
本
部

会
議
室

草
部
北
部
小
学
校
で
行
わ
れ
た
敬
老
会
風
景

お
元
気
な
顔
が
そ
ろ
い
ま
し
た

敬
老
会

日
程

▼
九
月
十
四
日
午
前
十
時
河
原
老
人
憩
い
の
家
　
▼

十
五
日
午
前
十
時
梅
香
苑
　
▼
同
十

一
時
国
民
休
暇

村
　
▼
十
六
日
午
前
十

一
時
革
北
小
体
育
館
　
▼
同

日
午
後
二
時
上
色
見
小
体
育
館
　
▼
十
七
日
午
前
十

一
時
草
部
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
　
▼
十
八
日
午
前
十

一
時
野
尻
林
業
セ
ン
タ
ー
　
▼
十
九
日
午
前
十

一
時

色
見
小
体
育
館

草
北
保
育
園
園
児
が
歌
や
踊

り
を
披
露
し
て
お
じ
い
ち
ゃ
　

②

ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
を
喜

ば
せ
ま
し
た
。

心
を
込
め
て
手
料
理
を
作
っ

て
い
た
だ
い
た
、
草
北
校
区

婦
人
会
の
方
々
も
踊
り
を
披

露
さ
れ
ま
し
た

●   ●

●   ●

さ

ん

20)

私の会社の仕事の内容は自動車部品の

製造です。新 しい部品を製作する時は設
計図や設計書を見て、コンピューターに

データーを入力。自分が初めて手がけた

最初の部品が出来上がった時は感動 しま
した。今まで病院に行ったことが無い く
らい健康ですが、これか らも体に気をつ

けて仕事に励みたいと思います。小さい

頃か ら音楽が大好きで した。近頃フォー

クギターを手に入れたので、練習 した り
また他の楽器もやってみようと思います。

町にステージのある音楽施設があって色々

なイベ ン トがあれば、外からたくさん人
が来て観光面や色々なところにも益々活

気が生まれます。私たち若い者も楽 しめ

て、魅力 と誇 りも高まると思います。

このコーナーに登場する方を募集 しています。町内

在住で誠意をもって仕事をしている若い者。自薦、

他薦は問いませんので応募ください。

(23)

防災 ミニ百科。防災に関す るテ レビ放送があ ります。

日頃から防災の意識を持つためにもぜひご覧ください。

熊本 県民テ レビ (KK丁 )で放映

11時 25分か ら11時半 まで

10/20国 際化次代の消防 11/3 119番 をかけるとき
11/17住宅防火の安全 トリオ 12/1や けどの応急手当
12/15上 手に使おう家庭用消火器

500万 円以上

講

　

習

　

会

☆職業

★趣味

テクノカワバタ株式会社

ドライブ、音楽、バスケット

入 オL 結 果１０

月

２３

日

１０

月

３０

日

１１

月

３

日

「

月

６

日

１１

月

２０

日

南
郷
谷整

形
外
科

８
●
３
３
５
１

渡
辺
内
科
医
院

Ｃ
）０
１
１
１

な
み
阿
蘇

ク
リ
ニ
ッ
ク

寧

⑦

２

０

３

０

11

月
13
日

【トー9医
6院 0院

10

月
16
日

藤

本

８
⑦
０

平

田
．

８
②
０

A*aal,-E|d|a

野3藤?
病♀医;
院9院 7

診療 は午前
9'寺か ら午

後 5時まで

※都合により変更になる場合がありますので、テレホン
サービスでお確かめください。   (② -2222)

工   事   名 工    期 金額 (円 ) 請負業者名

味鳥・多 々野線 道路舗装工事 9/16～ 12/10 21,990,500 閉草村道路建設工業

色見地区簡 易水 道
水量拡張・改 良工事 (1工区)

8/29^ 7/1/31 21,218,000 い藤本組

(2工 区 ) 15,892,900

(3工 区 ) 17,849,900 同平 田電工

高森温泉館植 栽 工事 9/6^‐ 11/30 12,257,000 (株岩 卜りんどう園

山村振興奥阿蘇 吊 り橋建設工事 9/8～ 11/10 46,288,200 西田建設株式会社

法
　
律

（
無
料
）

鰐

¬

談

本目年

金

行

政

プロフィール

債)日 向屋



青
年
海
外
協
力
隊
員
募
集

女
性
パ
ー
ト
募
集

昔

の

写

真

募

集

青
年
海
外
協
力
隊
は
、
国
際
協

力
事
業
団
が
実
施
し
て
い
る
政
府

事
業
で
す
。
開
発
途
上
国
の
人
々

の
新
し
い
国
づ
く
り
の
た
め
に
あ

な
た
の
技
術
を
生
か
し
、
世
界

ヘ

は
ば
た
く
可
能
性
を
試
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

今
年
は
約

一
千
名
を
募
集
し
ま

す
。
二
十
歳
以
上
三
十
九
歳
ま
で

の
日
本
国
籍
を
有
す
る
方
な
ら
誰

で
も
応
募
で
き
ま
す
。
派
遣
期
間

は
二
年
間
で
現
地
生
活
費
、
旅
費

な
ど
の
経
費
は
事
務
局
が
負
担
し

ま
す
。
ま
た
、
既
婚
者
に
つ
い
て

は
配
偶
者
と
子
女
の
現
地

一
時
呼

び
寄
せ
制
度

（
一
回
限
り
、
経
費

一
部
本
人
負
担
）
も
あ
り
ま
す
。

募
集
説
明
会
は
十
月
十
八
日
と

十

一
月
九
日
の
午
後
六
時
半
か
ら

熊
本
市
の
産
業
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
の
問
い
合
わ
せ
は
、

国
際
協
力
事
業
団
九
州
支
部
　
雪

０
９
２

・
４
５
１

・
３
３
８
０
番

（テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
は
０
９
２

・

４
１
３

・
６
２
１
１
番
で
す
。
）
ま

た
は
、
熊
本
県
総
務
部
国
際
課
雪

０

９

６

・

３

８

３

・

１

１

１

１

内

線
３
１
８
６
番
ま
で
ど
う
ぞ
。

今
年
は
次
の
十
九
組
の

ご
夫
婦
が
熊
本
田
曰
新

間
社
か
ら
結
婚
五
十
年

の
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま

し
た
。

テ
ク
ノ

・
カ
ヮ
バ
タ
で
は
女
性

パ
ー
ト
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
員
　
３０
歳
か
ら
４０
歳
ま

で
の
女
性
若
千
名

■
仕
事
の
内
容
　
単
純
機
械
作
業

及
び
補
助
作
業

■
勤
務
時
間
　
午
前
９
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
。
土
日
、
祝
祭
日
は

休
み
。
作
業
服
上
着
は
貸
与
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
、
８
②
３
０
０
１

自
治
大
臣

ヘ
フ
ア
ッ
ク

ス

送

っ
て
く
だ
さ

い

国
政
、
地
方
行
政
、
行
財
政
改

革
な
ど
に
関
す
る
自
由
か
つ
建
設

的
な
意
見
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

■
フ
ア
ツ
ク
ス
番
号

０

３

・

３

５

８

１

・

６

９

８

７

（自
治
省
官
房
広
報
室
で
受
信
）

手

作

り

せ

っ
け

ん

用

の

廃

油

さ

し

あ

げ

ま

す

高
森
小
学
校
給
食
室

（共
同
調

理
場
）
か
ら
出
た
廃
油
さ
し
あ
げ

ま
す
。
手
作
り
せ

っ
け
ん
の
作
り

方
の
資
料
も
差
し
あ
げ
ま
す
。

高
森
小
学
校
調
理
場
ま
で
ど
う

ぞ
。
な
２

・
１
４
５
２

阿
蘇
の
自
然
と
文
化
を

後
世
に
伝
え
る

今
年
は
阿
蘇
く
じ
ゆ
う
国
立
公

園
に
指
定
さ
れ
て
六
十
年
目
で
す
。

国
立
公
園
指
定
記
念
実
行
委
員
会

で
は

「阿
蘇
山
の
音
を
し
の
ぶ
写

真
展
」
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

広
く

一
般
か
ら
、
阿
蘇
山

・
阿

蘇
外
輪

・
カ
ル
デ
ラ
の
生
活
と
の

か
か
わ
り
の
中
で
昔
を
し
の
ぶ
観

光
と
農
林

・
畜
産
な
ど
の
懐
か
し

い
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
募

集
し
た
写
真
の
中
か
ら
選
定
の
上

写
真
パ
ネ
ル
に
し
て
展
示
し
ま
す

の
で
ど
う
ぞ
応
募
く
だ
さ
い
。

■
応
募
期
間
　
十
月
二
十
日
ま
で
。

■
サ
イ
ズ
　
カ
ラ
ー

・
モ
ノ
ク

ロ

の
違
い
や
サ
イ
ズ
も
問
い
ま
せ
ん
。

■
写
真
は
複
写
の
上
お
返
し
し
ま

す

（記
念
品
を
贈
呈
）

■
採
用
し
た
写
真
は
提
供
者
の
名

前
を
付
け
て
展
示
し
ま
す
。

■
連
絡
先
　
一ｏ
８
６
９

。
２
２

阿
蘇
郡
阿
蘇
町
黒
川

一
一
八
〇

九
州
地
区
国
立
公
園

・
野
生
生
物

事
務
所
　
雪
０
９
６
７

・
３
４

・

０
２
５
４

譲
　
　
ｒ

´
ｒヽ

鳳
帰

△亜

竹石 元久さん (77)

テルさん (69)

(高森・天神)

佐伯 哲男さん (74)

喜 ]爾 さん (66)

(上色見・中原)

熊谷 保武さん (71)

ハルエさん (69)

(芹 口・芹口)

甲斐 照義さん (76)

シズエさん (70)

(野尻・津留栃原)

栗焼 楠男さん (78)

フミ子さん (71)

(野尻・井上)

岩 下
ユ リ
(高

高倉 一人さん (75)

ツカエさん (70)

(上色見 。中原)

小崎 信幸さん (69)

多智子さん (68)

(草部・灰原)

信男さん (76)

モモ子さん (71)

(野尻・井上)

津留  明さん (75)

ハルコさん (78)

(高森・津留)

馬原 廣雄さん (85)

マツ子さん (72)

(高森・下町)

工藤 末晴さん (76)

ツミさん (68)

(色見・山鳥)

甲斐 末彦さん (75)

ツヤ子さん (69)

(矢津田・高尾野)

瀬井 惟芳さん (80)

つよ子さん (73)

(野尻・川上)

桐原 央吉さん (76)

寿さん (72)

(高森・上町)

宇藤  明さん (77)

ツイさん (71)

(色見・西丁)

宮川 惟 文 さん (80)
(入院中)

ス ガ さん (74)
(永野原・大楢木 )

瀬井 達老さん (73)

針子さん (69)

(野尻・川上)

詳 しい こ とは事務局 0

で

96-387-6171ま !

,

,

,

。___________________"_″ _。_j

ん
ん
剰

さ

さ

。

亀

子
森

●   ●

●   ● アタア1多忽多́ 2アレジキ7-タ
近年急速に関心が高まっているアジア諸国。中で

もアセアン諸国は世界的に高い経済成長を遂げて

いる地域でもあ り、県民の関心も高まっています。

そこで、広 くアジアを知ってもらお うと次のと

お り、アセアンウィークを開催 しますので来場下

さい。

☆アセアン諸国パネル展示

10月 27日 か ら30日 まで。熊本市下通アーケー ド

の城屋ダイエー前で開催。

☆アセアン映画上映 10月 29日 (土)午後 3時か

ら熊本市上通 りのフィー リングホールで開催。

★アセアン関係講演会

10月 29日 (土)午後 1時半か ら熊本市上通 りの

フィーリングホールで開催。詳 しいことは県国際

課 096-383-1111内 線 3196ま で。

夕まガ1～だ〃うろ葬オフイ
11月 2日 から6日 (日 )ま で

「食」を通 じた環境 。文化・ヒトの

ふれあいがテーマのイベン ト

県立劇場 (11/2日 から4日 )ではふるさとの

食の歴史と今にふれて、 自然の恵みの豊かさが体

験できます。

県の農業公園 (11/5日 から6日 )では食文化

の実体験から、自然とヒト、家族や仲間の楽しい

交流をつ くります。

熊本市総合女性センター (11/2日 から6日 )

では、熊本の食文化を暮 らしに活かすアイデアを

提案し、未来の食生活につなげます。

ん
ん
調

さ

さ

・

篤
満

留津

木野楢

10/17帽)25ω  l1/7編)15ω 時間9時～15時
(22)

瀬 井

(3)
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八
月
末
日
現
在
で
、
県
内
で
は
六
千
九
百
件
の
交
通
事
故
が
発
生
。
こ

れ
は
去
年
の
同
期
よ
り
も
三
百
十
二
件
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
死
者
も

百
三
名

（十
七
名
増
加
　
内
三
十
名
の
お
年
寄
り
が
死
亡
）
ケ
ガ
を
し
た

人
は
八
千
九
百
七
十
二
名

（
三
百
四
十
八
名
増
加
）
高
森
署
管
内
で
も
二

名
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
運
転
や
歩
行
の
際
は
充
分
気
を

つ
け

ま

し

よ

う

。

高森警察署管内の死亡事故実例

期 日・時間 8月 17日 (水)午後 6時 18分 頃

場   所 長陽村立野 国道57号線

状   況 横断中の68歳 の女性がライ トバンに跳ね られ即死。

時間 8月 27日 (土)午後 3時 20分頃

所 蘇陽町方ケ野 国道218号線

況 追い越 し中の トラックが普通乗用車に激突 し、普通

乗用車を運転 していた68歳 の女性が死亡。

9月 21日 に高森警察署で行われた秋の交通安
全運動の出発式 高森署管内の 5町村の町村
長や交通指導員などが出席 し、この後それぞ

れ街頭キャンペーンを行いました。

運動期間内の交通事故

④O◎ O⑤◎④③
高 森 小 学 校

/

す
で
に
三
十
名
の
お
年
寄
り
が
死
亡

期

場

状

今
年
も
九
月
二
十

一
日
か
ら
二

十
日
ま
で
の
日
程
で
秋
の
交
通
事

故
防
止
運
動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

運
動
の
重
点
目
標
は

「高
齢
者
の

交
通
事
故
防
止
と
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

着
用
の
徹
底
」
で
、
運
動
期
間
内

の
状
況
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
さ
れ
て

な
い
方
が
ま
だ
ま
だ
見
か
け
ら
れ

ま
す
。
熊
本
県
下
で
運
転
及
び
同

乗
さ
れ
て
い
て
死
亡
さ
れ
た
方
の

内
、
約
六
十
％
の
方
々
は
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
を
着
用
し
て
い
れ
ば
助
か
っ

た
と
思
わ
れ
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
は
あ
な
た
を
守

っ
て
く
れ
る
『命

の
綱
』
で
す
。
ぜ
ひ
着
用
し
て
く

だ
さ
い
。
」
と
高
森
署
交
通
係
で
は

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

切
ル
や
え
る

大
プ
さ
教
べ

を
ン
切
に
食
∃

水
シ
大
ち
ｒ
九

�畝Ю靴初塾

ら柵願Ⅸ輩議М

い̈』̈一ゆШ

研́̈け
い
弛
強
す。鑑

た
ま
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
車
窓
か
ら
の
タ
バ
コ
の

吸
殻
や
空
き
缶
の
投
げ
捨
て
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
の
問
題

で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
は
絶
対
見
せ
た
く
な
い
光
景

で
す
。
こ
の
ほ
ど
、
阿
蘇
郡
の
十
二
の
町
村
が
一
斉
に
、

全
国
で
も
珍
し
い

「阿
蘇
広
域
環
境
美
化
条
例
」
を
制

定
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
空
き
缶
や
ゴ
ミ
に
よ
る
環
境

の
破
壊
を
防
止
し
て
、
私
た
ち
の
阿
蘇
を
い
つ
ま
で
も

き
れ
い
に
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
、
町
や
村
は
地
域
の
環
境
美
化
の
た
め
に
ゴ
ミ
の
散

乱
防
止
や
リ
サ
イ
ク
ル
・
回
収
団
体
の
育
成
な
ど
の

総
合
的
な
取
り
組
み
を
し
ま
す
。

二
、
旅
行
者
や
住
民
は
空
き
缶
、
空
き
瓶
、
紙
く
ず
、

タ
バ
コ
の
吸
殻
、
ガ
ム
の
噛
み
か
す
な
ど
の
す
べ
て

の
ゴ
ミ
は
、
ち
り
箱
な
ど
に
入
れ
る
か
、
持
ち
帰
っ

て
適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
絶
対
に

道
路
や
河
川
、
公
園
、
山
野
や
農
地
な
ど
、
い
か
な

る
場
所
に
も
捨
て
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

（違
反
し
た
場
合
は
住
所
氏
名
。
内
容
を
公
表
）

三
、
容
器
、
飲
料
の
製
造
、
販
売
業
者
は
消
費
者
へ
環

境
美
化
を
啓
発
し
、
販
売
箇
所
に
回
収
容
器
を
置
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

四
、
土
地
、
建
物
の
管
理
者
は
、
利
用
者
へ
の
環
境
美

化
啓
発
と
、
施
設
の
清
掃
を
し
て
美
化
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
公
園
、
広
場
、
駅
な
ど
に

は
ご
み
箱
を
設
置
し
て
、
適
正
な
維
持
管
理
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

［
口

理科実習道具

てんびんばかり

4年 2組

大寺 瑠美 さん

開 き 絵

4年 1組

石田宗―郎 くん

講評 担任
カードを開<

にしよう」と語
な中に、子ども
水不足|こなった
て<れる作品で
ものは肉料理。

●   ●

●   ●

阿蘇全域に『ゴミポイ捨て禁止条例』

10月 1日 か ら施行

肥

後

狂

句

父
親
似
　
も
う
ダ
ー
ビ
ー
で
人
気
馬

非
常
口
　
三
度
確
か
め
て
眠
ら
し
た

ズ
ド
ン
　
飛
び
立
つ
真
似
も
せ
ん
カ
ラ
ス

今
年
は
違
う
　
湖
底
の
母
校
訪
ね
た
つ

ペ
ン
シ
ヨ
ン
で
　
病
み
付
き
イ
な
る
草
木
染
め

ハ
ー
モ
ニ
カ
　
分
教
場
の
甦
る

父
親
似
　
唄
は
伴
奏
そ
っ
ち
の
け

ハ
ー
モ
ニ
カ
　
庭
の
小
鳥
と
コ
ン
サ
ー
ト

ズ
ド
ン
　
山
芋
掘
り
が
忌
中
札

ペ
ン
シ
ヨ
ン
で
　
図
鑑
な
眠
る
ひ
ま
ん
無
ア

何
事
も
な
か
り
し
如
く
月
澄
め
り

参
道
に
萩
の
風
あ
る
お
彼
岸
会

星
月
夜
独
り
夜
空
の
人
と
な
る

木
犀
の
咲
き
始
め
し
事
風
で
知
る

久
闊
の
日
傘
の
陰
を
も
や
い
つ
つ

月
出
で
て
山
気
漂
う
荘
に
酌
む

安
ら
ぎ
は
虫
の
声
き
き
つ
終
い
風
呂

八
千
草
に
乱
れ
乱
れ
て
あ
る
秩
序

だ
ん
だ
ん
に
数
の
減
り
ゆ
く
秋
つ
ば
め

彼
岸
花
供
え
て
留
守
を
お
願
い
し

秋
の
宵
地
酒
か
た
む
け
故
郷
思
ふ

（阿
蘇
御
神
火
会
）

（高
森
菜
の
花
句
会
）

岡
本
　
琴
司

馬
原
　
馬
笑

林
　
　
不
忘

田
上
黙
公
子

林
田
　

一
声

松
野
　
笑
声

熊
川
　
豊
泉

堀
田
　
蘇
仙

浦
塚
　
南
天

渡
辺
　
雲
海

弥
永
　
ふ
き

内
田
　
フ
ミ

吉
井
千
恵
子

桐
原
　
寿
子

山
村
ふ
み
子

林
　
　
久
恵

古
庄
　
泰
子

平
田
る
り
子

馬
原
　
要
子

岩
下
　
扶
美

渡
辺
　
　
恵

(4)(21)
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高齢化がこれから益々進む

中で、お年寄りの運転や散

歩などで出歩かれることが

多くなつています。

事故にあったり、起こし

てから悔やんでもしかたあ

りません。みんなでいつも

交通事故にあわないように、

起こさないように気をつけ

ましょう。

高森署管内 高森町

人身事故件数

死 亡 者 数

ケ ガ 人 数

物損事故件数 21

件 数 合 計 24
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μ
レ
ろ
　
髪
、だ
髪
、μ

グ
グ
で
も
ル

上
在
の
岩
下
芳
子
さ
ん
　
趣
味
を
活
か
し
て
健
康
生
活

大
字
高
森
、
上
在
の
岩
下
芳
子
さ
ん

（大
正
三
年
生
ま
れ
今
年
十

一

月
九
日
で
満
八
十
歳
）
は
、
日
本
舞
踊
や
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

（審
判
員
資

格
所
有
）
、
書
道
や
手
芸
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
趣
味
を
楽
し
み
な
が
ら
元

気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
「ボ
ケ
防
止
に
は
趣
味
を
持

っ
て
楽
し
む
こ

と
が
大
切
。
特
に
手
先
を
動
か
す
こ
と
は
脳
の
働
き
を
良
く
し
ま
す
」

と
話
さ
れ
る
。
毎
日
規
則
正
し
い
生
活
と
と
も
に
、
菜
園
で
の
野
菜
作

り
と
買
い
物
も
元
気
に
歩
い
て
行
か
れ
、
「
こ
れ
も
足
腰
の
鍛
練
で
す
。

ハ
イ
姿
人
形
」
を
作
ら
れ
ま
し
た
。　
一
つ
作
る
の
に
三
日
間
か
か
り
、

自
分
の
子
ど
も
を
手
放
す
よ
う
で
寂
し
い
が
、
自
分
と
同
じ

一
人
暮
ら

し
の
お
年
寄
り
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
い
と
町
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
人

に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ
と
と
、
人
の
た
め
に
な
る
こ
と
を
す
る
こ
と
が

モ
ッ
ト
ー
と
言
わ
れ
る
岩
下
さ
ん
。
町
で
は
大
切
に
お
預
か
り
し
て
、

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
高
齢
の
方
か
ら
十
人
に
お
渡
し
し
ま
し
た
。

ま
た
岩
下
さ
ん
は
三
年
前
の
敬
老
会
で
も
、
匂
い
袋
二
百
三
十
個
を
敬

老
者
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も
お
若
く
　
お
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

地
球
の
資
源
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
。
ゴ
ミ
は
資
源
の
も
と
。

分
類
す
れ
ば
ゴ
ミ
も

立
派
な
資
源
。

ゴ

ミ
ヽ
●
″
」

ム

さ
な

い

剣

±

募

集

高
森
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
で
は
、
幼
児
や
小

学
生
や

一
般
の
方
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
ぜ
ひ
剣
道
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
？

練
習
は
幼
児
と
小
学
校
低
学
年
は
火

・
水

・

木

。
金
曜
日
。
小
学
校
高
学
年
と

一
般
が
月

・

火

。
木

・
金
曜
日
で
す
。
場
所
は
高
森
小
学

校
体
育
館
で
時
間
は
い
ず
れ
も
、
午
後
六
時

か
ら
で
す
。

詳
し
い
事
の
お
た
ず
ね
と
申
し
込
み
は

「
マ
マ
さ
ん
剣
士
」
木
村
理
恵
さ
ん
の
自
宅

８
２

・
０
３
９
６
か
勤
務
先
（南
部
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
）
２

・
０
マ
ー
９
ま
で
ど
う
ぞ
。

●

ゴミの内容別分類が行われた結果 c望解Iミ晃|"|】|コ111ZIを:5;セiク

')IZi湯

|シ|マ181多』|と名≦ン廷現場理多少

贈

足
腰
弱
ら
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま

埼

す
。
」
と
言
わ
れ
る
。
岩
下
さ
ん
は
、
三
男

形

二
女
の
五
人
の
子
ど
も
さ
ん
と
お
孫
さ
ん

状

が
十
人
。
盆
正
月
の
家
族
の
帰
省
を
楽
し

し

み
に
さ
れ
、
福
岡
在
住
の
娘
さ
ん
二
人
は

名
近
い
こ
と
も
あ
り
、
よ
く
帰
っ
て
来
ら
れ

‐愛

る
そ
う
で
す
。
人
形
作
り
は
そ
の
娘
さ
ん

体

力
ら
教
え
て
も
ら

つ
て
、
今
年
は
十
体
の

十

た
い

へ
ん
愛
く
る
し
い

「赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ

皆さんの理解 と協力によって、ゴミの分別収集が進んだ結果、可燃物
処理場の残灰が40%も 減少 したことは喜ば しいことです。

しかしまだまだ完全には徹底されていませんし、粗大ゴミや産業廃棄
物の不法投棄が後を絶たないことなど残念な現実があります。

物の有 り余る日本。物を大切にせず、不要な物まで買い込んでしまっ

ています。ゴミを減 らすために、私たち一人ひとりが根本から考え直し
てみたいものです。

親子で体と心を鍛えませんか″ ポランテイア

小さな品物の紙袋入

れなど、不必要な包

装は買う方から遠慮

しましょう
不燃物のゴミ袋の中に可燃物が混 じ

る状況もよく見られる。

正 しく分類されたゴミ、このゴミか

ら新 しい「命」が生まれます。

●   ●

●

私
た
ち
は
豊
か
な
自
然
に
囲
ま

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
自
然
が
、
ご
み

不
法
投
棄
の
た
め
に
破
壊
さ
れ
て

い
る
の
で
す
。

幹
線
道
路
か
ら
入
り
込
ん
だ
谷

や
林
道
、
牧
道
沿
い
の
谷
、
山
林

の
く
ば
地
な
ど
車
が
行
け
る
所
の

い
た
る
と
こ
ろ
が
ご
み
捨
て
場
に

な

っ
て
い
ま
す
。

洗
濯
機
や
冷
蔵
庫
な
ど
の
家
電

品
、
建
築
廃
材

（ト
タ
ン
板
、
外

装
ボ
ー
ド
、
瓦
、が
れ
き
）
、
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
の
パ
イ
プ
、
農
業
用
廃

ビ
ニ
ー
ル
、
自
転
車
、　
マ
ツ
ト
レ

ス
、
更
に
は
空
き
缶
、
空
き
び
ん

…
…
。
あ
ら
ゆ
る
ご
み
が
捨
て
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
ご
み
は
簡
単
に
腐
ら

な
い
も
の
で
、
景
観
を
壊
す
ば
か

り
で
な
く
、
雨
が
降
る
た
び
に
下

流
に
流
さ
れ
、
家
庭
排
水
と
共
に

河
川
汚
染
の
大
き
な
原
因
に
な

っ

て
い
ま
す
。

平
成
五
年
に
町
が
行

っ
た
調
査

で
は
、
二
十
二
か
所
、
推
定
約
三

千
ト
ン
の
不
法
投
棄
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
数
字
が

一
部
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
除

去
す
る
た
め
に
は
膨
大
な
経
費
が

必
要
で
す
。
不
法
投
棄
を
防
止
す

る
た
め
、
フ
エ
ン
ス
の
設
置
、
看

板
の
設
置
を
し
て
い
ま
す
が
、
根

本
的
な
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

不
法
投
棄
に
大
き
な
割
合
を
占

め
る
粗
大
ご
み
に
つ
い
て
は
、
収

集
日
に
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
方

の
た
め
に
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

ヘ
の
直
接
持
ち
込
み
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。
時
間
は
月
曜
日
か
ら

金
曜
日
の
午
前
九
時
か
ら
午
後
四

時
ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
。

後
世
に
こ
の
豊
か
な
自
然
を
残

し
て
い
く
た
め
に
、
ご
み
の
不
法

投
棄
は
無
く
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

■ 郡少年柔道大会成績 (8/26)
小4の部2位 三井大徳 小3の部3位 長崎正史

小2の部3位 栗屋 薫 小1の部2位 三井康生

同3位 甲斐雄大

■ 南部防犯協会主催柔道大会 (8/19)
小 1・ 2年の部 2位 甲斐賢史朗

「ご苦労さまです」
9月 3日 の早朝から、南在の老人クラブ若葉会の40

名の皆さんが、別所の堤や中坂峠などで草刈 りと空き

缶拾いなどの清掃奉仕作業をされました。

皆さんは毎年春と夏の 2回ずつこの奉仕作業をされ

ています。「空き缶を一生懸命拾っても、次の作業の時

にはまたいっばい落ちています。空き缶や ゴミを捨て

るのはいけないこ

とと知っているは

ずなのに、どうし

て捨てるのでしょ

うかね―」と言舌さ

れていま した。

高
森
町
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ

高
森
町
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
で
は
、
毎
週
火
、
木
、

土
曜
日
の
夜
に
高
森
中
学
校
体
育
館
の
柔
道
場
で
練

習
を
行

つ
て
い
ま
す
。
柔
道
は

「礼
に
始
ま
り
礼
に

終
わ
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
礼
節
を
重
ん
じ
て

精
神
の
鍛
練
を
行
う
こ
と
が
第

一
の
目
的
と
さ
れ
る

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
現
在
本
町
の
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
は
、

小
学
生
十
名
、
中
学
生
四
名
、
高
校
生
二
人
の
十
六

名
で
女
子
部
員
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
（部
員
募
集
中

で
す
。
）
指
導
は
郡
体
常
勝
の
高
森
町
柔
道
部
七
名
の

社
会
人
の
先
生
た
ち
が
行

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
忙
し
い
中
に
仕
事
を
終
え
た
後
、
特
に

子
ど
も
た
ち
の
心
の
教
育
に
重
点
を
お
い
た
熱
心
な

指
導
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
同
ク
ラ
ブ
は
毎
年
四
回
の

大
会
と
八
月
下
旬
に
郡
内
の
少
年
柔
道
ク
ラ
ブ
が

一

堂
に
会
す
る
合
宿
に
参
加
す
る
な
ど
、
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
大
切
に
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

「
で
い

っ
ぱ

い

引審続きゴミの分類 にお協力を I

きちんと分別したから良いとういうわけではありません。捨てられたゴミの残灰や不燃物

の処理にも莫大な費用がかっています。ゴミを少なくする工夫が大切なことです。
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」はほ蟷鰈隋隋魏餞奥
阿
蘇
く
さ
か
べ
山
村
留
学
実
行
委
員
会
で
は
、
平
成
三
年
四
月
か
ら
郡
市
部
の
子
供
を
受
け
入
れ
て
地
元

草
部
南
部
小
学
校
に
通
学
さ
せ
な
が
ら
、
相
互
の
交
流
に
よ
る
色
々
な
体
験
を
通
し
て
、
た
く
ま
し
い
豊
か
な

心
を
持
ち
、
自
ら
積
極
的
に
行
動
を
お
こ
す
自
立
心
を
養
う
こ
と
と
、
地
元
の
子
供
に
は
留
学
生
と
の
交
流
を

通
し
て
、
自
分
が
生
ま
れ
育

っ
た
地
域
の
良
さ
を
見
直
す
こ
と
、
ま
た
心
の
広
が
り
や
優
し
い
心
を
育
む
こ
と

な
ど
を
目
的
と
し
て
、
積
極
的
に
山
村
留
学
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
十
四
名
を
受
け
入
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
目
的
も
達
成
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
（今
年
の
山
村
留
学
生
は
、
熊
本
市
か
ら
来
て
い
る
五

年
生
の
日
田
桃
子
さ
ん
と
、
大
分
か
ら
来
た
六
年
生
の
藤
沢
千
枝
さ
ん
の
二
人
で
す
）
本
町
以
外
に
九
州
内
で

こ
の
山
村
留
学
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
十
力
所
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
団
体
が
年

一
回
集
ま

っ
て
、
交

流
を
深
め
な
が
ら
互
い
の
目
的
の
達
成
と
、
こ
の
制
度
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
九
州
山
村
留
学
交
流

会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
奥
阿
蘇
く
さ
か
べ
山
村
留
学
育
成
会
が
担
当
し
て
、
八
月
二
十
七
日
と
二

十
八
日
の
二
日
間
に
わ
た

っ
て
奥
阿
蘇
キ
ヤ
ン
プ
場
で
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

昨年 8月 から1年間、アメリカのモンタナ州フラットヘ ッ ド郡、カリスペル市に家族 5人で海外研修に行って

いた大字高森・森の後藤正三さん一家が 8月 6日 に無事帰国しました。その 1年間の交流や生活のことなどをイ

ンタビューしました。紙面の都合上、今回は生活や英会話。国際交流の意義などについて報告 します。後藤 さん

夫妻が特に強調されたことは、「海外に行 くためには目的意識をはっきり持つことが大切」とい うことでした。国

際交流の方針を定めるためのたいへん参考になる話がたくさんありました。これから海外に留学などで行きたい

と思っている人は多いことと思います。このレポー トをしっか り読んで参考にしてください。

勝子さんは小学校で折り紙の紹介

をしました。また大学の自由講座

で着物の紹介などもしました。

明（小
五
）

（小
三
）

（小

一
）

表
　
記
　
説

後
藤
…
後
藤
正
三
さ
ん

勝
子
…
妻
、
勝
子
さ
ん

智
子
…
長
女
智
子
さ
ん

正
博
…
長
男
鉦
囀
く
ん

絡
匡
…
二
男
特
匡
く
ん

勝
子
　
食
料
品
や
生
活
用
品
は
何

で
も
あ

っ
た
の

で
、
特
に
不
自

由
は
感
じ
ま
せ

ん
で
し
た
。
主

人
が
事
務
所
を

置
い
て
い
た
と
こ
ろ
の
方
々
や
公

的
機
関
と
近
所
の
人
達
も
大
変
良

く
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

広
報
　
訪
米
の
目
的
に
つ
い
て
は

理
解
し
て
も
ら
え
ま
し
た
か

後
藤
　
会
う
人
会
う
人
、
何
の
目

的
で
来
た
の
か
と
聞
か
れ
ま
し
た
。

日
本
で
は
国
際
交
流
の
文
字
で
大

体
の
こ
と
は
分
か
り
ま
す
が
、
外

国
で
は
具
体
的
に
言
わ
な
い
と
分

か

っ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
そ
う
い

う
時
に
私
は
、
「
ア
メ
リ
カ
（
モ
ン

タ
ナ
）
を
知
り
、
ま
た
日
本
を
知

っ

て
も
ら
い
。
あ
ら
ゆ
る
人
と
友
情

を
深
め
、
今
後
日
本

（高
森
）
と

モ
ン
タ
ナ
間
の
様
々
な
関
係
を
深

め
て
い
く
た
め
」
と
説
明
し
ま
し

た
。
生
活
面
で
は
問
題
は
無
く
、

回
り
か
ら
も
歓
待
さ
れ
ま
し
た
。

広
報

　

一
年
間
の
研
修
お
疲
れ
で

し
た
。
も
う
日
本
の
生
活
に
戻
れ

ま
し
た
か
？

後
藤
　
向
こ
う
で
も
、
家
庭
内
で

は
日
本
語
を
使

い
、
日
本
食
を

食
べ
て
い
た
の

ヽ
　
で
、
帰

っ
て
か

ら
も
生
活
面
で

は
何
も
不
自
由
は
感
じ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
車
の
右
側
通
行
に
慣
れ

て
い
ま
し
た
の
で
、
帰

っ
た
と
き

運
転
し
て
左
折
が
恐
か
っ
た
で
す
。

広
報
　
向
こ
う
で
の
生
活
、
特
に

受
け
入
れ
体
制
や
反
応
は
ど
う
で

し
た
か
？

8月 27～ 28日 奥阿蘇キャンプ場で開催される

九州内の4つの山村留学団体と地元草南小PTAな ど180名 が参カロして、にぎ

やかに交流を深めました。この日は午後から雨が降り出して、キャンプフヤイ

ヤーも中止。焼き肉パーティーはバーゴラ (藤棚)にテントシー トをかけたり、

色々な世話に、実行委員会はおおわらわ。交流会場も急逮革部体育館 |こ 変更。

阿蘇町のボランティアグループ「あそBe隊」の演奏やゲーム。南在の巫女舞い

と地元草部中学生の神楽などがあり、大人も、子どもも楽しいひと時を過ごし

ました。次の日は快晴。ラジオ体操をして基幹集落センターでお母さん達の心

のこもった朝食をいただきました。その後記念の手作り木製ペンダントを作り、

最後はとうきび狩りもしました。楽しい2日 間はあつという間に終わり、楽し

い思い出を胸に、別れを惜しみながら交流会の幕を閉じました。

草部南部小の保護者会のお母さんが、料

理作りなどで大会を完全にバツクアツプ。

交流会でもゲームなどを楽 しみました。

28日 は快晴。最後はみんなでとうきび

狩 り。たくさんとれま した。

(19)

●   ●
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最
初
は
言
葉
は
ぜ
ん
ぜ
ん
分
か
ら

広
報
　
だ
い
ぶ
色
々
な
と
こ
ろ
で

交
流
を
さ
れ
た
よ
う
で
す
ね
。

後
藤
　
行
く
前
か
ら
事
前
勉
強
と

県
な
ど
か
ら
情
報
を
仕
入
れ
て
、

研
究
し
て
行
き
ま
し
た
。
（詳
細
は

広
報
誌
の
モ
ン
タ
ナ
便
り
の
と
お

り
）
妻
も
私
も
、
と
に
か
く
会
合

に
は
何
で
も
参
加
し
ま
し
た
。
積

極
的
な
行
動
を
し
な
い
と
受
け
入

れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

広
報
　
子
ど
も
さ
ん
た
ち
は
友
達

が
た
く
さ
ん
で
き
ま
し
た
か
？

智
子
　
は
い
。
た
く
さ
ん
で
き
ま

し
た
。
文
通
の

約
束
も
し
ま
し

た
。
別
れ
る
時

は
寂
し
か

っ
た

で
す
。

正
博
　
僕
も
た
く
さ
ん
で
き
ま
し

た
。
い
つ
も
み
ん
な
で
近
く
の
川

に
魚
釣
り
に
行
っ
て
遊
び
ま
し
た
。

な
か
っ
た
け
ど
、
　
６

近
所
の
子
ど
も

た
ち
が
誘
い
に

来
て
親
切
に
し

て
く
れ
ま
し
た
。

特
匡
　
僕
は
友
達
と
お
も
ち
ゃ
の

取
り
合
い
で
ケ

ン
カ
も
し
ま
し

た
。
後
で
は
仲

直
り
し
ま
し
た
。

後
藤
　
将
匡
は

ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド
も
で
き
た
も
ん

ね
。
（
一
同
笑
い
）

広
報
　
交
流
の
た
め
に
は
英
会
話

が
必
要
で
し
ょ
う
が
、
特
に
子
ど

も
さ
ん
た
ち
は
ど
う
で
し
た
か
。

勝
子
　
学
校
が
始
ま

っ
て
最
初
の

一
カ
月
は
、
泣
き
な
が
ら
行
く
と

い
う
状
況
で
、
大
変
心
配
し
ま
し

た
。
し
か
し
少
し
ず

つ
分
か

っ
て

き
た
よ
う
で
す
。
智
子
と
正
博
は

四
ヵ
月
目
位
、
時
匡
は
五
カ
月
日

位
で
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。

智
子
　
み
ん
な
の
話
し
て
い
る
こ

と
が
急
に

「パ

ッ
」
と
分
か
れ
る

そ
ん
な
感
じ
か
な
―
。

広
報
　
す
ご
い
で
す
ね
―
。
や

っ

ぱ
り
実
地
の
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
が
最
適

と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
か
？

ゲームに熱中する子どもたち。

草部南部小の先生方もこの大会に全面的

に協力。交流会でも大ハッスル。積極的

にリー ドしていただきました。

山
村
留
学
九
州
連
絡
協
議
会
加
入
団
体

★
熊
本
県
　
や
ま
び
こ
山
村
塾

（熊
本

市
）
産
山
北
部
山
村
留
学

（産
山
村
）

く
さ
か
べ
山
村
留
学

（高
森
町
）

★
大
分
県
　
赤
石
小
山
村
留
学

（前
津

江
村
）
☆
鹿
児
島
県
　
霧
島
山
村
留
学

（霧
島
町
）
金
山
子
山
村
留
学

（枕
崎

市
）
★
福
岡
県
　
津
野
山
村
留
学

（添

田
町
）
星
野
山
村
留
学

（星
野
村
）

★
佐
賀
県
　
や
ま
ば
と
山
村
留
学

（富

士
町
）

生
活
面
に
つ
い
て

交
流
に
つ
い
て

英
会
話
に
つ
い
て

.:炒∝ .



女
子
ソ
フ
ト
ラ
ー
ム

七
月
に
本
町
で
行
わ
れ
た
郡
体
育
大
会
で
優
勝
し
た
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
が
、
九
月
十
八
日
に
玉
名
で
行
わ
れ
た
県
体
育
大
会
で
見
事

優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
同
チ
ー
ム
は
第
二
十
七
回
大
会
で
も
優
勝
し
て

お
り
、
今
回
は
二
十
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。　
一
。
二
回
戦
は

無
失
点
。
三
回
戦
は
三
点
を
失

っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
得
点
を
重
ね
て

五
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
成
立
。
特
に
決
勝
戦
で
は
昨
年
の
優
勝
チ
ー
ム

八
代
市
を
下
し
て
の
内
容
面
で

も
充
実
し
た
大
勝
利
で
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
。

一
回
戦
　
対
牛
深
市
５
対
０

二
回
戦
　
対
宇
土
市
３
対
０

準
決
勝
　
対
上
益
城
１０
対
３

（五
回
コ
ー
ル
ド
ゲ
ー
ム
）

決
　
勝
　
対
八
代
市
１
対
０

監
　
督
　
宇
藤
　
晴
幸

コ
ー
チ
　
野
尻
　
英
夫

主
　
将
　
荒
牧
　
幸
子

選
　
手

古
澤
み
さ
子
　
長
岡
理
恵
子

佐
藤
　
咲
子
　
住
吉
　
恵
美

芹
口
　
幸
代
　
瀬
井
　
マ
リ

瀬
井
　
美
鈴
　
今
村
き
く
代

工
藤
　
照
美
　
芹
口
　
直
美

後
藤
　
そ
れ
も
言
え
ま
す
が
、
相

手
の
態
度
や
反
応
を
読
み
と
る
慣

れ
が
そ
う
さ
せ
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
子
ど
も
の
会
話
は
、

あ
く
ま
で
も
子
ど
も
の
会
話
で
す
。

単
語
や
文
法
も
話
し
相
手
の
会
話

能
力
ま
で
し
か
発
達
し
ま
せ
ん
。

英
会
話
よ
り
も
、
外
国
を
見
て
自

分
達
な
り
に
な
に
か
考
え
て
ス
ケ
ー

ル
の
大
き
い
人
間
に
な

っ
て
欲
し

い
と
思
っ
て
連
れ
て
行
き
ま
し
た
。

で
す
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
日
本

語
が
乱
れ
は
し
な
い
か
と
、
そ
の

方
が
心
配
で
し
た
。

勝
子
　
英
語
は
学
べ
ば
学
ぶ
ほ
ど

に
難
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。
中
途

半
端
な
勉
強
で
は
日
本
語
も
英
語

も
ど

っ
ち
も
ダ
メ
に
な

っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ず

っ
と
ア
メ
リ
カ
に
住

む
な
ら
別
と
し
て
、
小
さ
い
子
に

と

っ
て
は
敬
語
や
謙
譲
語
な
ど
を

き
ち
ん
と
使
う
、
き
れ
い
な
日
本

語
を
話
せ
る
こ
と
の
方
が
大
切
と

思
い
ま
す
。

後
藤
　
日
本
語
が
ち
や
ん
と
で
き

な
い
の
に
英
語
を
覚
え
よ
う
と
い

う
日
本
人
を
多
く
見
か
け
ま
し
た
。

何
の
た
め
に
ア
メ
リ
カ
に
行
く
の

が
目
的
意
識
を
は
っ
き
り
待
つ
事

が
英
会
話
の
上
達
に
も
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。
や
ろ
う
と
思
え
ば

年
齢
は
関
係
な
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
　
最
後
に
感
じ
た
こ
と
を
何

で
も
話
し
て
く
だ
さ
い
。

後
藤
　
日
本
の
こ
と
は
ま
だ
ま
だ

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
日
本
の
紹
介

を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち

が
日
本
人
の

「サ
ン
プ
ル
」
と
見

ら
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
の
で

責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

そ
し
て
文
化
や
慣
習
の
違
い
は
あ
っ

て
当
然
な
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
認

め
あ
い
、
尊
敬
し
あ
う
精
神
が

一

番
大
切
と
思
い
ま
し
た
。

勝
子
　
そ
う
で
す
ね
。
最
初
は
「同

じ
な
ん
だ
」
と
考
え
て
何
も
恐
れ

ず
積
極
的
に
つ
き
合
い
、
「あ
れ
？

ど
こ
か
が
違
う
。ど
う
し
て
か
な
？

…
あ
―
そ
う
か
歴
史
や
文
化
が
違

う
ん
だ
か
ら
違

っ
て
当
然
だ
」
と

考
え
る
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。

子どもたちも「子ども大使」と

して立派に色々な国際交流をし

てきました。

●   ●

●   ●

自
分
の
国
の
文
化
だ
け
が
正
し
い

と
思
う
の
は
絶
対
に
間
違
い
と
思

い
ま
す
。

後
藤
　
日
本
人
は
日
本
の
文
化
そ

の
も
の
を
も
っ
と
知
る
必
要
が
あ

る
と
思
い
ま
す
ね
。

勝
子
　
私
も
そ
う
思
い
ま
し
た
。

簡
単
な
例
え
で
す
が
、
日
本
の
商

品
の
価
格
を
知
ら
な
い
な
ら
、
ア

メ
リ
カ
の
同
じ
物
が
高
い
か
安
い

か
比
較
で
き
な
い
の
と

一
緒
で
す
。

後
藤
　
そ
の
比
較
の
基
準
が
文
化

と
い
う

「も
の
さ
し
」
な
ん
で
す
。

そ
れ
を
し
つ
か
り
持
つ
事
が
国
際

交
流
の
第

一
歩
と
言
え
る
と
思
い

ま
す
。
「日
本
を
知
ら
な
い
日
本
人

が
世
界
を
見
よ
う
と
す
る
」
こ
と

が

一
番
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。

広
報
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
さ
て
、
智
子
ち
や
ん
た
ち
は
、

ま
た
モ
ン
タ
ナ
に
行
き
た
い
で
す

か
？

智
子
　
絶
対
行
き
ま
す
。
お
父
さ

ん
が
だ
め
と
言
っ
て
も
行
き
ま
す
。

正
博
　
僕
も
ま
た
行

っ
て
、
友
達

と
魚
釣
り
を
し
た
い
で
す
。

綺
匡
　
僕
も
山
に
い
る
シ
カ
や
リ

ス
を
見
に
行
き
た
い
で
す
。

後
藤
　
路
匡
は
ガ
ー
ル
フ
レ
ン
ド

に
も
会
い
た
い
も
ん
ね
。

（
一
同
大
爆
笑
）

広
報
　
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

高
森
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

八
月
二
日
か
ら
十
三
日
ま
で
、
モ
ン
タ
ナ
州
カ
リ
ス
ベ
ル
の
高

校
生
五
人
が
高
森
高
校
生
宅
な
ど
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。

五
人
は
マ
ー
チ
ン
グ
フ
エ
ス
テ
イ
バ
ル
見
学
、
海
水
浴
や
熊
本

市
内
観
光
な
ど
各
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
温
か
い
も
て
な
し
を
受
け
、

ま
た
高
森
高
校
生
と
の
交
歓
会
な
ど
に
も
出
席
し
て
交
流
を
深
め

ま
し
た
。

高森町食生活改善

推進協議会

会 長

岩 下  和  子

私
た
ち
の
協
議
会
で
は
日
本
の
食
生
活
の
良
さ
、
特
に

魚
料
理
を
見
直
し
て
健
康
づ
く
り
に
役
立
た
せ
よ
う
と
、

八
月
二
十
二
日
に
町
内
各
地
区
の
リ
ー
ダ
ー
四
十
五
名
が

「も

っ
と
魚
を
食
卓
に
」
を
テ
ー
マ
に
し
て
、
天
草
に
研

修
に
行
き
ま
し
た
。

本
職
の
板
前
さ
ん
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
魚
調
理
と

盛
り
つ
け
や
配
膳
ま
で
の
実
習
を
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容

は
エ
ビ
の
姿
焼
き
、
イ
カ
の
さ
ば
き
方
と
か
わ
の
取
り
方
、

刺
身
の
切
り
方
、　
コ
ノ
シ
ロ
寿
司
を
作
る
と
き
の
さ
ば
き

方
や
平
目
の
三
枚
お
ろ
し
、
鯛
の
活
き
作
り
な
ど
で
し
た
。

一
人
ひ
と
り
の
料
理
を
見
て
先
生
方
か
ら

「プ

ロ
顔
負

け
で
す
。
皆
さ
ん
上
手
で
す
ね
？
」
と
言
わ
れ
て
み
ん
な

思
わ
ず
ニ
ッ
コ
リ
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
楽
し
い
有
意

義
な
研
修
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
食
欲
の
秋
も
や

っ
て
き
ま
す
し
、
お
正
月

の
料
理
な
ど
に
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
各
地
区
の
リ
ー

ダ
ー
の
方
の
い
き
い
き
健
康
教
室
の
講
習
の
際
に
で
も
、

皆
さ
ん
習

っ
て
い
た
だ
き
、
魚
料
理
を
た
く
さ
ん
食
べ
て

み
ん
な
で
健
康
に
な
り
ま
し
よ
う
。

や
す
い
紙
面
づ
く
り
の
た
め

に
、
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
を

募
集
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。
奮

っ
て
応
募

く
だ
さ
い
。

「
子
ど
も
」
も

「
お

と
な
」
も
み
ん
な
で

作
る
広
報
た
か
も
り

写
真
右
か
ら
名
前
と
受
入
れ
家
族
名
。

（
学
年

は

日
本

の
学
年

に
あ
わ
せ

て

い
ま
す
。
）

ジ
ャ
ス
テ
イ
ン
君

　

（高
二
）

色

見
　
安
方
含

さ

ん
宅

マ
ッ
ト
君
　
　
　
　
（高

一
）

高
森
　
福
永
三
男

・
竹
原
秀
喜
さ
ん
宅

セ
イ
デ

ィ
ー
さ
ん

　

（高

一
）

高
森
　
馬
原
敬
二
さ
ん
宅

ジ

ュ
リ
ー
さ
ん

　

　

（高

一
）

高
森
　
内
田
健
二
郎
・
瀬
井
幸
一さ
ん
宅

ア
ン
す
さ
ん

　

　

　

（高

一
）

高
森
　
三
井
治
男
・
山
辺
捷
二
さ
ん
宅

初
め
て
の
日
本
。
五
人
の
ア
メ

リ
カ
の
高
校
生
の
目
に
は
日
本
は

ど
う
映

っ
た
の
で
し
よ
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
国
際
交
流
の
あ
り

万
を
考
え
る
上
で
も
、
大
変
興
味

が
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。
広
報
企
画

と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
り
ま
し

た
の
で
、
次
号
で
詳
し
く
紹
介
し

ま
す
。

魚のウロコ取 り

吸物や煮つけにす

るときなど、さばい

た魚を沸騰したお湯

の中に「サッ」とく

ぐらせてから冷水に

つけるときれいに取

れます。お試しくだ

さい。

ANK YOじ
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と蜂 ŕ蒙をノ

ヽ
■
●
繁
●
″・

(掘il   ∂

ン
タ

ナ

の
,lt■ .

.議

躍覇:畢

.:.1,1■ ,|■
一



Ξ ″
=″真の交流と理解は実際の

体験と心のふれあいから

「
饉
■
一

増
え
る

「子
育
て
が
楽
し
く
な
い
」
と
い
う
訴
え

■
こ
数
年

「子
育
て
が
楽
し
く
な

い
」
「わ
が
子
が
か
わ

い
く
な

い
」
と
、
医
療
関
係
者

に
訴
え

る
お
母
さ
ん
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
訴
え

の
多
く
は
、育
児
疲
れ
に
よ
る
愚
痴
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
な
か
に
は

「子
育
て

が
楽
し
く
な
い
」
な
ど
の
気
持
ち
が
高
じ
て

子
ど
も
を
激
し
く
殴
り

つ
け
た
り
、
骨
折
さ

せ

て
し
ま

っ
た
り
す
る
母
親
が

い
ま
す
。

こ
う
し
た
ケ
ー

ス
で
病
院
に
治
療
に
き
た

り
、
通
院
し
た
り
し
て
い
る
母
親
や
子
ど
も

の
例
は
、
全
国
で
年
間
約

二
百
件
を
数
え
ま

す
。
福
祉
事
務
所
な
ど

へ
の
相
談
件
数
を
含

め
る
と
、
そ
の
数
は
も

っ
と
増
え
る
の
で
す
。

親
の
理
想
を
子
ど
も
に
押
し
つ
け
な
い

競
争
心
で
す
。
親

の
望
み
通
り
に
い
か
な

い

か
ら
と

い

つ
て
、
子
ど
も
を
責
め
る
の
は
よ

く
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
働

い
て
い
る
お
母
さ
ん
は
、
仕
事

で
の
ス
ト

レ
ス
が
た
ま

っ
て
い
ら

い
ら
し
、

つ
い
子
ど
も
に
手
を
出
し
て
し
ま
う
傾
向
が

あ
る
よ
う
で
す
。
家
に
入
る
前
に
気
持
ち
を

切
り
替
え
、家

で
は
子
ど
も
に
愛
情
を
注

い

で
あ
げ

て
く
だ
さ

い
。

子
ど
も
の
成
長
や
性
格
は
、
十
人
十
色

で

す
。
焦
ら
ず
、
わ
が
子
を
育

て
て
は

い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

一
一
一
コ
一

ぜ
、
子
ど
も
が
か
わ
い
い
と
思

一
口
“
“
一

」
』

”水
一

。
一

つ て
、」
、癖

”
¨
肇

か
ら
く
る
ひ
ず
み
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。自
分
の
子
ど
も
を
他
人
の
子
と
比
較
し

た
り
、親
の
理
想
を
子
ど
も
に
押
し
つ
け
た

ロ

子
ど
も
の
成
長
や
性
格
は
十
人
十
色

優
し
い
気
持
ち
を
歌
で
伝
え
ま
し
ょ
う

釉
ら
ず
に
心
を
育
て
ま
膨
よ
う

り
す
る
現
在

の
環
境
が
、
こ
う
し
た
結
果
を

招
く
要
因
と

い
う

の
で
す
。

例
え
ば
、
乳
幼
児

で
は

「う
ち

の
子
は
、

ま
だ
ト
イ
レ
に

一
人
で
行
け
な

い
」

「し
や

べ
り
出
す

の
が
、
ほ
か

の
子
よ
り
遅

い
」
な

ど
で
す
。
こ
れ
は
、
は

っ
き
り

い
っ
て
親

の

●   ●

●   ●

この海外研修は南阿蘇 6カ 町村の教育委員会合同で企画実行。今年の担当は蘇陽町。村上國雄蘇陽教育長を団長に、同町
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第 4 南阿蘇中学生海外研修

近
年
の
世
界
情
勢
は
目
ま
ぐ
る

し
く
変
化
し
て
お
り
、
国
際
的
な

動
向
が
直
接
日
本
に
対
し
て
大
き

な
影
響
を
与
え
る
こ
と
も
多
く
な

り
、
ま
た
、
世
界
に
対
し
て
の
日

本
の
役
割
と
責
任
も
年
々
増
大
し

て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
日
本
人
は
「世

界
の
人
」
と
の
つ
き
合
い
方
を
知

ら
な
い
民
族
と
言
わ
れ
ま
す
。
「イ

エ
ス
・
ノ
ー
」
を
は
っ
き
り
言
わ

な
い
と
か
、
「何
を
考
え
て
い
る
の

か
分
か
ら
な
い
民
族
」
な
ど
Ｌ
言

わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
私
た
ち
日
本

人
が
外
国
と
の
つ
き
合
う
機
会
が

少
な
い
こ
と
の
問
題
と
同
時
に
、

民
族
性
の

一
つ
で
あ
る
、
常
に
相

手
の
こ
と
を
考
え
て
の
発
言
や
行

動
を
す
る
い
わ
ば

「謙
虚
さ
」
に

対
し
て
の
誤
解
か
ら
く
る
も
の
だ

と
文
化
人
は
評
し
て
し
ま
す
。
こ

れ
を
日
本
文
化
の
良
い
と
こ
ろ
と

言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
国
際

間
の
経
済
摩
擦
問
題
な
ど
大
き
な

問
題
で
は
な
く
、
今
後
こ
の
こ
と

は
様
々
な
と
こ
ろ
で
身
近
に
私
た

ち
に
関
係
し
て
く
る
こ
と
が
考
え

ら
れ
、
外
国
と
直
接
接
し
て
、
文

化
や
風
習
の
違
い
を
相
互
に
理
解

し
合
い
、
「世
界
の
人
」
と
の
つ
き

合
う
方
法
を
学
ぶ
姿
勢
を
持

つ
こ

と
が
大
切
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
か
ら
南
阿
蘇
六

カ
町
村
の
教
育
委
員
会
で
は
、
中
　
８

学
生
に
よ
る
隣
の
国
、
韓
国
で
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
体
験
か
ら
、
異

国
文
化
や
人
情
を
実
際
に
体
験
し

て

「真
の
国
際
人
」
的
感
性
を
養

い
、
世
界
に
貢
献
す
る
人
材
の
育

成
を
図
ろ
う
と
、
平
成
三
年
か
ら
、

中
学
生
海
外
研
修
を
行

っ
て
き
ま

し
た
。
今
年
は
八
月
十
六
日
か
ら

二
十
日
ま
で
の
四
泊
五
日
の
日
程

で
、
三
十
人
の
中
学
生
が
ソ
ウ
ル

や
扶
余

（プ

ヨ
）
な
ど
の
見
学
と

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
受
け
入

れ
て
い
た
だ
い
た
ご
家
族
み
な
さ

ん
の
心
の
こ
も

っ
た
温
か
い
も
て

な
し
を
受
け
て
み
ん
な
が
感
動
し

ま
し
た
。

そ
し
て

「言
葉
は
通
じ
な
く
て

も
、
心
は
通
じ
ま
す
。
初
め
て
の

異
国
と
い
う
こ
と
で
最
初
は
緊
張

し
ま
し
た
が
、
『小
さ
な
親
善
大
使
』

と
い
う
役
割
を
自
覚
し
て
、
身
振

り
手
振
り
で
で
も
、　
一
生
懸
命
に

心
を
込
め
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の

方
と
交
流
し
ま
し
た
。
国
際
交
流

に
つ
い
て
は
今
ま
で
考
え
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
分

な
り
に

一
生
懸
命
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
良
い
機
会
で
し
た
。
」
と
感

想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

ど
も
は
、
乳
幼
児
の
こ
ろ
か
ら

子
守
り
歌
を
通
し
て
優
し
さ
を

味
わ
”フ
体
験
を
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
そ
う
し
た
体
験
を
さ
せ
る
こ
と
で
、
優

し
い
心
を
も
て
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の

一
つ
が
、
子
守
り
歌
で
す
。

と
い
っ
て
も
「江
戸
の
子
守
り
歌
」や
「中

国
地
方
の
子
守
り
歌
」
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
子

守
り
歌
だ
け
を
い
つ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
唱
歌
や
童
謡
、
歌
謡
曲
や
流
行
歌
な

ど
で
も
い
い
の
で
す
。
お
母
さ
ん
が
、
子
ど

も
に
歌
っ
て
あ
げ
る
と
い
う
行
為
が
大
切
な

の
で
す
。
そ
の
と
き
に
、
自
分
の
嫌
い
な
由

を
歌
う
人
は
、
ま
ず
い
な
い
で
し
ょ
う
。
聞

い
て
い
て
楽
し
く
な
る
歌
、な
ご
や
か
に
な

る
歌
、気
持
ち
の
落
ち
着
く
歌
な
ど
を
選
ぶ

☆

タ

′
″

ま

‘

・

は
ず
で
す
。
そ
れ
を
子
ど
も
に
歌

つ
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
優
し
い
気
持
ち
は
、
必
ず
子
ど
も
に

伝
わ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
お
母
さ
ん
が
大
好

き
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
優
し
い
気
持
ち

を

（信
頼
す
る
心
を
）
も

つ
よ
う
に
な
る
の

で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
親
子
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ヨ
ン
は
深
ま
り
ま
す
。

苦
し
い
と
き
や
つ
ら
い
と
き
に
効
果
が
あ
る

家
族
化
が
進
み
、
お
じ
い
ち
ゃ

ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

一
緒
に

住
ん
で
い
な
い
家
庭
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
家
庭

で
は
、
子
育

て

を
助
け
て
も
ら
う
機
会
が
減
り
ま
す
。
そ
し

て
、
母
親

の
ス
ト

レ
ス
が
、
子
ど
も

へ
の
虐

待
に

つ
な
が
る
の
で
す
。
こ
う
し
た
環
境
に

い
る
お
母
さ
ん
は
、
た
く
さ
ん
子
守
り
歌
を

歌

っ
て
く
だ
さ

い
。

子
守
り
歌
に
は
、
お
母
さ
ん
の
心
を
な
ご

ま
せ
る
、
勇
気
づ
け
る
、
幸
せ
な
気
持
ち
に

さ
せ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
子
育
て
が
苦
し

い
と
き
や

つ
ら

い
と
き
、
自
分

へ
の
応
援
歌

と
し
て
も
歌

い
ま
し
よ
う
。

(17)

″す
ど
も
か
あ
り

丼
夕
，オ
い
・の
―
ヽ
い

襲
小尋水
の
た
め
に

″イ
魯ど
も
の
」Ｄ
が
一π
仁％
一ダ
す
が
η
ロ

（
●
　
ｏ

家庭教育

撻ョ鷲野 膏 響い 手 製 理

鱚鰊亀麟絋・驚魏 颯颯
ア    …

1鰊1躙
‐哄‐1麒 黎》學生交

ヽ

　

´

→

「

核



「内
部
の
工
事
　
順
調
に
進
行
中
」

皆
様
お
待
ち
か
ね
の
、
高
森
温
泉
館
の
工
事
が
着
々
と
進
み
、
完
成

間
近
で
す
。

今
月
は
内
部
の
浴
槽
部
分
の
写
真
を
撮

つ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
完
成

ま
で
に
は
色
々
と
工
事
が
進
め
ら
れ
ま
す
が
、
だ
い
た
い
の
雰
囲
気
は

つ
か
め
ま
し
た
。
阿
蘇
山
も
展
望
で
き
ま
す
。
大
広
間
も
工
事
が
進
ん

で
い
ま
す
。

工
事
の
進
捗
状
況
は
９２
％

（十
月

一
日
現
在
）
で
、
予
定
ど
お
り
順

調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。
オ
ー
プ
ン
日
は
十

一
月
中
旬
頃
の
予
定
で
す
。

決
ま
り
し
だ
い
新
聞
チ
ラ
シ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

も
う

「秒
読
み
」
段
階
に
入
つ
て
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
。
も
う
ち
ょ
っ
と
で
、
高
森
で
も
温
泉
に
入
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

て
も

勉

強

に
な

り

、
楽

し

い
時

間

を
過

ご

し

、

別

れ

る

こ
と

が

と

て
も
寂

し

い
と
思

い
ま

し

た

。私

た

ち

が

行

っ
た

百
済

は

日
本

と

の
関

わ

り

が

深

い
国

で
博

物

館

や

「自

然

学

習

院

」

鼎
樹
零
諮
島
旧

曇
僣
蜜
ぶ
ユ
チ

四
月
二
十
八
日
に
奥
阿
蘇
物
産

館
が
オ
ー
プ
ン
し
、
七
月
に
年
間

を
通
じ
て
利
用
で
き
る
奥
阿
蘇
キ
ャ

ン
プ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
、

た
く
さ
ん
の
人
達
が
訪
れ
ま
し
た
。

こ
の
キ
ヤ
ン
プ
場
か
ら
奥
阿
蘇

大
橋
方
向
に
吊
り
橋
が
か
か
り
ま

す
。
長
さ
は
四
十

一
ｍ
で
奥
阿
蘇

大
橋
に
歩
い
て
行
く
の
に
便
利
に

な
り
ま
す
。
（入
札
結
果
は
２３
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
）

「百
済
青
少
年
の
星
」
に
つ
い
て

韓
国
の
受
け
入
れ
団
体
は

「百
済
青
少
年
の
星
」
と

言
い
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
指
導
、
地
域
の
後
継
者

育
成
、
文
化
や
遺
産
の
保
護
と
育
成
そ
し
て
国
際
交
流

を
通
じ
て
の
子
供
達
の
幅
広
い
人
間
性
を
育
む
事
を
目

的
と
し
て
様
々
な
活
動
を
行

っ
て
い
る
団
体
で
す
。
団

長
李
鐘
澤

（イ
ー
チ
ヨ
ン
テ
ク
）
氏
以
下
会
員
は
百
名

以
上
を
数
え
る
。

韓
国
へ
の
旅

高
森
中
学
校
一

‐年

本
田
　
江

八

月

―

六

日
午

前

十

時

、
福

岡

空

港

か

ら

ソ
ウ

ル

（
と

飛

び

立

ち

ま

し

た

，
約

´
時

間

半

程

で

ソ

ウ

ル
金

浦

空

港

に
到

着

．
ホ

ー

ム

ス
テ

イ
す

る
家

族

と

の
対

面
式

が
行

わ

れ

た

百
済

広

場

で

は

、
歓

迎

の
旗

で

温

か

く

迎

え

て
く

だ

さ

い
ま

し

た

。
外

国

と

い
う

こ
と

で

抱

い

て

い
た

不
安

も

、
こ

の

温

か

い
欲

迎

で

い

っ
べ

ん

に

と

ん

で

し

ま

い
ま

し

た

¨

僕

が

久

木

野

の
今

村

さ

ん
と

一
緒

に

ホ

ー

ム

ス
テ

イ

で

お

世

話

に

な

っ
た

ご

家

に

は

、

趙

（
チ

ェ
）

ナ

ム

ソ

オ

ン
さ

ん

と

い
わ

れ

、

ご

夫

妻

と

「ズ

ン

ヒ

ョ
ン
」
■

と

い
う

中

学

１
年

の
ガ

の
人

と

お
姉

さ

ん

の

四
人
家

族

で

し

た

，
夕

食

は

内

、
魚

料

理

で
た

い

へ
ん

お

い
し

か

つ
た

で
す

■
■

い
キ

ム
チ

も

食

べ

て

み

ま

し
た

。
ナ

ム

ソ

オ

ン
さ

ん

か

Ｌ

、
シ

ャ

ツ
を

い
た

だ

い
た

り

、
近

所

の
と

て
も

親

切

な

店

に
買

い
物

に
連

れ

て
行

つ
て
も

ら

つ
た

り

Ｌ

、
た

い

（
ん
刺

切

に

し

て
も

ら

い
ま

し

た

。そ

の
夜

は

私

た

ち

中

学

生

二
人

で

．
緒

に

寝

て
、
身

振

り

手

振

り

で
学

校

や
色

々
な

こ

と

を

話

し

た

り

ま

し

た

．

三
Ｈ
日
は

み
ん
な

で
キ

ヤ

ン
フ

で
す
．

『
民

族

遊

び

』
な

ど

様

々
な

交

流

で
、
韓

国

の
子

ど

も
た

ち
と
ふ
れ
あ

う

こ
と
が

で
き

て
よ
か

っ

た

と

感

じ

ま

し

た

‥
．
＝

日

は

も

う

お

別

れ

す

る

日

で
す

。
お

世

話

に
な

っ
た

拷

さ

ん

と

飯

法

師

さ

ん

の
通

訳

を

と

お

し

て
、
手

紙

や

再
会

の
約

束

そ

し

て
、
色

々
話

し

を

し

て
と

な
ど
で
百
済
文
化

を
学
習

し
ま
し

た
。
ま
た
民
族
村

や
独
立
記
念
館
も

見
シ一子
す
る

こ
と
が

で
き

ま

し
た

。

今

回
の
旅
が
健

康

で
過

ご

せ

た

こ
と

と

お

世

話

に

な

っ
た

、

チ

ェ
さ

ん

一
家

に
感

謝

し

、
自

分

に

と

っ
て

こ
れ

か

ら

の
夢

に

つ
な

が

る

大

き
な

希

望

に

な

っ
た

と

思

い
ま

す

。
ま

た

、
ぜ

っ
た

い
行

き

た

い
と

思

っ
て

い
ま

す

。

来
月
号
で
は
高
森
東
中
三
年
の
藤

本
茂
樹
君
と
渡
辺
反
美
さ
ん
の
研

修
レ
ポ
ー
ト
を
掲
載
し
ま
す
。

●  ●

●  ●

本町からの参加者 4名  左から渡辺友美さん、

藤本茂樹君、本田江君、青年団の赤星直光さん

来年の開村を楽しみにして

鍋の平キャンプ村閉村
大字高森の駐在員さん鍋の平の活性化に一役

7月 8日 開村

して、今年もた

くさんの人達に

夏の思い出と感

動を与えた鍋の

平キャンプ場が

8月 30日 に閉村 しました。

来年も 7月 10日 前後の開村 となります。閉村間

近の 8月 27日 に大字高森の駐在員さんたちが鍋の

平でキャンプをしました。

これは鍋の平に親 しみ、活性化にもつなげる一

役になろうと、毎年キャンプをさ:れているもので

| す。「涼 しいし、山や 自然に親 しむことは大切なこ

と。施設も整備 された し、来年もたくさんの人に

鍋の平に来て欲 しいですね。」と話されていました。

郡
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
の
集
い
開
催
さ
れ
る

林
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
林
業
者
の
高
齢
化
と
木
材
価
格
の
長
期

的
低
迷
、
経
費
の
高
騰
な
ど
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
郡
内
十

三
の
林
業
研
究
グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ
れ
ら
の
現
状
を
打
破
し
て
地
域
の

発
展
と
林
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
に
、

常
に
最
新
の
林
業
技
術
を
研
究
す
る
な
ど
、

林
業
問
題
解
決
の
最
前
線
た
る
意
気
込
み

で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。
郡
内
の

「林
業

研
究
グ
ル
ー
プ
の
集
い
」
が
八
月
十
八
日

に
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
本
町
に
も
草
南
と
草
北
の
二
つ
の
林

業
研
究
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
日
々
そ
れ
ぞ

れ
に
活
発
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

ブ ヨクダラ

百済の都 扶余をたずねて 久木野村 飯法師昭誠 (県登録韓国語通訳)

私は南阿蘇の六つの口」村からの依頼により、昨年からこの交流に通訳としてお手伝いをしています。

南阿蘇のためならという気持ちと私の勤務先の理解もあり、今年も8月 16日 からの4泊 5口 同行しま

した。16口 (火)私たちを扶余の人たち (百済青少年の星)は大歓迎 してくれました。生徒たちはホー

ムステイ先の家族 と対面し、それぞれに家庭を訪問。 |ヽ ウガラシで真っ赤に染まったキムチなど、韓

国の食事に戸惑ったようですが、扶余の皆さんは温かく受け入れてくれました。

17日 の交流会での色鮮やかな衣裳をまとった、韓国舞踊の紹介や レクリエーションそして名所旧跡

の見学をしながら両国の交流が深まっていったようです。その間も休む間もなく通訳をしましたが、

その話の内容をよく聞いて、その意味がよく伝わる言葉を選ぶことにたいへん神経を使いました。

南阿蘇と扶余の今後の交流について、李団長から冬に南阿蘇を訪問したいとの話があり、末永い交

流のためにも李団長の提案は、南阿蘇各町村‐同嬉 しく感 じました。 (以下11ページヘ
)

奥 阿蘇 吊 り橋

(16)(9)
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平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て

ガ反

本
町
の
葉
タ
バ

コ
生
産
農
家
戸
数
は

七
十
五
戸
で
、
本
町
の
年
間
の
粗
生
産

量
は
、
平
成
四
年
度
は
百
三
十
三
ｔ
で

二
億
三
千
二
百
六
万
円
の
収
穫
が
あ
り

ま
し
た
が
、
昨
年
は
七
十
七

ｔ
の

一
億

三
千
三
百
二
万
円
と
冷
害
の
影
響
に
よ

り
収
穫
が
激
減
し
ま
し
た
が
、
本
町
の

葉
タ
バ

コ
生
産
は
こ
れ
ま
で
長
い
間
に

お
い
て
、
郡
内
で
は
最
上
位
。
県
内
で

も
常
に
十
位
前
後
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
な

ど
、
本
町
産
業
の
中
で
も
優
位
の
産
業
と
し
て
発
展
し
て
き

ま
し
た
ｃ

し
か
し
な
が
ら
、農
業
後
継
者
の
減
少
と
近
年
の
禁
煙
ブ
ー

ム
に
よ
る
影
響
や
、
特
に
昨
年
の
冷
害
な
ど
、
葉
タ
バ

コ
生

産
農
家
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

今
後
も
各
農
家
の
努
力
や
関
係
機
関
の
支
援
に
よ

つ
て
振
興

を
図

っ
て
い
こ
う
と
い
う
目
的
か
ら
、
九
月
十
四
日
に
た
ば

こ
耕
作
者
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
地
域
農
業
研
究
家
の
切
口
忍
先
生
の
講
演
や

葉
タ
バ

コ
品
評
会
も
あ
り
、
大
会
に
参
加
し
た
耕
作
者
の
皆

さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
益
々
努
力
し
な
が
ら
、
こ
の
局
面
を

乗
り
切
ろ
う
と
の
決
意
を
新
た
に
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

中
学
生
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の

方
々
の
温
か
い
も
て
な
し
に
感
動

し
て
、
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
扶

余
の
地
を
後
に
し
ま
し
た
。

バ
ス
は

一
路
首
都
ソ
ウ
ル
ヘ
と

走
り
ま
す
。
反
省
会
で
の
感
想
で

は
、
「バ
ス
の
中
で
は
、
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
の
感
動
し
た
こ
と
な
ど
色
々

な
思
い
出
が
浮
か
ん
で
き
て
寂
し

か

っ
た
で
す
。
ま
た
絶
対
会

い
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

こ
の
後
、
中
学
生
た
ち
は
、
八

月
十
九
日
に
朝
鮮
半
島
を
北
緯
三

―
八
度
線
で
分
断
し
て
い
る
と
い

う
軍
事
境
界
線

「板
門
店
」
を
見

学
し
ま
し
た
。

板
門
店
は
、

一
九
五
〇
年
に
勃

発
し
た
朝
鮮
戦
争
の
休
戦
協
定
が

一
九
五
二
年
に
結
ば
れ
た
と
こ
ろ

で
、
ソ
ウ
ル
か
ら
北
に
六
十
ｋｍ
の

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
軍
事
境
界

線
を
境
に
、
南
北
そ
れ
ぞ
れ
二
ｋｍ

ず

つ
百
六
十
ｋｍ
に
わ
た

っ
て
設
け

ら
れ
た
非
武
装
地
帯
の
体
戦
ラ
イ

ン
に
は
軍
事
停
戦
委
員
会
な
ど
の

建
物
や
自
由
の
家
が
あ
り
ま
す
。

中
学
生
た
ち
は
、
一ふ
だ
ん
日
本

で
は
考
え
る
こ
と
も
な
い
国
境
を

意
識
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
れ
か

ら
も
平
和
で
あ

っ
て
欲
し
い
」
と

の
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

農
業
者
年
金
の
八
回
目
は
、　
一

時
金
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

一
時
金
に
は
脱
退

一
時
金
と
死

亡

一
時
金
と
が
あ
り
ま
す
。

脱
退
一
時
金
の
支
給
要
件

脱
退

一
時
金
は
次
の
要
件
の
す

べ
て
に
該
当
し
な
け
れ
ば
支
給
さ

れ
ま
せ
ん
。

①
　
農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
の

資
格
を
喪
失
し
た
こ
と
。

②
　
保
険
料
納
付
済
み
月
数
が
資

格
喪
失
日
の
前
日
に
お
い
て
三
年

以
上
あ
り
、
か
つ
保
険
料
納
付
済

み
期
間
等
が
二
十
年
未
満
で
あ
る

こ
と
。

死
亡
一
時
金
の
支
給
要
件

死
亡

一
時
金
は
①
の

「死
亡
者

の
要
件
」
の
す
べ
て
に
該
当
す
る

被
保
険
者
も
し
く
は
被
保
険
者
で

あ

っ
た
者
ま
た
は
年
金
受
給
権
者

が
死
亡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ

の
者
に
②
に
か
か
げ
る

「遺
族
の

要
件
」
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
遺

族
が
あ
る
と
き
に
、
そ
の
遺
族
に

支
給
さ
れ
ま
す
。

農
業
委
員
会
だ
よ
り

農
業
者
年
金

θ

一
時
金
に
つ
い
て

未

支

給

年

金

受
給
権
者
が
死
亡
し
、
そ
の
死

亡
し
た
者
に
支
給
す
べ
き
で
あ

っ

た
年
金
で
、
ま
だ
そ
の
者
に
支
給

さ
れ
な
か

っ
た
年
金
が
あ
る
場
合

に
、
一
定
の
遺
族
が
い
る
と
き
は
、

そ
の
遺
族
の
請
求
に
よ
り
支
給
さ

れ
ま
す
。

詳
し
い
事
や
お
た
ず
ね
は
、
農

業
委
員
会
ま
で
、
お
た
ず
ね
く
だ

さ

い
。

品
評
会
審
査
結
果

■
特
賞
（野
尻
）
野
尻
善
人

・

古
沢
信
幸
　
■
優
賞
（草
部
）

後
藤
初
男

。
中
村
募

。
川
部

七
生
　
■
良
賞

（草
部
）
大

内
田
奉
文

・
後
藤
幸
光

・
阿

南
武
勝

　

（野
尻
）
野
尻
範

仁

・
野
尻
誠

一

「帰らざる橋」  停戦の時に両側の

捕虜がこの橋を渡つて送還された。

軍事停戦委員会の建物

「平和の家」を前に記念撮影

国連軍兵士 と記念撮影

●  ●

●  ●

品評会で特賞を獲得 した野尻善人

さん (左 )と 古沢信幸さん
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(15)

(14)

板門店に行 く前日のホームスティ先

の人との別れの風景。

板門店に行く前々日の交換会に地元ラジ

オ局の取材を受けた。韓国に来ての感想

や受け入れ家庭の感想を聞かれていた。

(10)

民族村での見学風景

□ 口

t芭蔚

,L七 一時 金

あ ll手

ハ
⌒

)

0

６̈
）

食―蒔金

へＤ
ｖ

__」L_^

梓菫

①
死
亡
者
の
要
件

ア
　
保
険
料
納
付
済
み
月
数
が
死

亡
日
の
前
日
に
お
い
て
三
年
以
上

あ
る
こ
と
ｃ

イ
　
年
金
受
給
権
利
者
が
死
亡
し

た
場
合
に
あ

っ
て
は
、
次
の

（ア
）

の
額
が

（イ
）
の
額
に
満
た
な
い

こ
と
ｃ（ア

）
既
に
支
給
を
受
け
た
死

亡
し
た
日
の
属
す
る
月
分
ま
で

の
年
金
給
付
の
総
額

（イ
）
年
金
受
給
権
者
に
該
当

せ
ず
に
死
亡
し
た
場
合
に
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う

死
亡

一
時
金
の
額

（ウ
）
脱
退

一
時
金
の
受
給
権

者
で
は
な
い
こ
と
。

②
遺
族
の
要
件

ア
　
死
亡
者
の
死
亡
当
時
、
そ
の

者
の
配
偶
者

（第

一
順
位
）
、
子
（第

二
順
位
）
、
父
母

（第
二
順
位
）
、

孫

（第
四
順
位
）
、
祖
父
母

（第
五

順
位
）
ま
た
は
兄
弟
姉
妹

（第
六

順
位
）
で
あ
る
こ
と
。

イ
　
死
亡
者
の
死
亡
当
時
、
そ
の

者
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
者

で
あ
る
こ
と
。

呵

●
■

′
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「板門店へ」・…みんなで平和を祈願

8月 18日 は扶余の皆さんと別れる時です。受け入れ家族の心温ま '

久木野村 飯法師昭誠

る親切に感激 したのでしょう。ホームステイ先の家族達 と抱き合っ

て泣いている光景があちらこちらで見 られました。

翌日は板門店に行 く日です。板門店には事前に予約 した団体旅行

でのみ行 く事ができます。バスの中で会議場周辺で絶対 してはなら

ない注意を聞きながら、バスは検問所や慰霊塔があるところを通 り

過ぎていきます。南北が対立する最前線であることを痛切に感 じ、

学生達も緊張を隠 しきれない様子で した。自由の橋を渡ると軍人、

専用車の往来が多くなり、緊張感を益々高めながらいよいよ板門店

に到着。ここは、南北唯一の出会いと対話の場であり、今までに発  再会を約束しての寂しい別れ。力いつ

砲による交戦があったことも聞いていますので、最高に緊張 しまし  ばい手を振ってくれた。

た。ここから発せ られるニュースはいつも世界の注 目を浴びていま

す。着いてす ぐ軍事停戦委員会の本会議場に入 りました。この部屋のマイクのコー ドが軍事分界線を表 して

いますが、この部屋の中に限って、このマイクのコー ドをまたいで良いことになっています。生徒も私も緊

張の面もちで北側に入ってみました。こんなに簡単に国境を越えてい

いのかとその時の心境は複雑なものでした。板門店に行き、南北対立

の現場に居るとい うスリルと緊張もさることながら、現実の社会生活

とかけ離れた光景を目の前にして、平和の貴さをあらためて感 じま し

た。そして同じ民族でありながら、互いに往来できない朝鮮半島の二

つの国の人々に平和が訪れることを願ってやみません。

日韓両国の相互理解と反好のために

日本から一番近い隣の国を自分達の足で歩き回った 4泊 5日 間。韓

国のパワーと人々の優 しさに接 し、学生たちも色々と貴重な体験をす

る事ができたと思います。この経験が21世紀の主役 となる両国の青少

年の相互理解や育成に役立つことを願っています。そ して近年、日本

の企業からの金銭物資面などの援助は頻繁に行われていますが、企業

からの人的ボランティア活動は少ないそ うで、行 く先々で 「あなたの

会社はたいへん理解ある素晴 らしい会社ですね。」と言われ、会社の理

解に感謝 し、その会社の一員であることを誇 りに思いました。

今後も両国の交流のために、熊本県や地元南阿蘇に貢献できること

は積極的に協力 していきたいと思っています。

板門店に立つ飯法師昭誠氏

飯法師さんは西部電気工業株式会社(倉」

立昭和23年 、資本金 9億円、従業員1500

名)に勤める通信土木技術の若手研究者。

高校時代からアマチュア無線交信により、

韓国との交流を行つてきた。韓国内の反
人知人は多数。韓国語はNHKテ レビ講

座などでの独学。(県登録韓国語通訳)

また、今までに南米や中近東など、31

カ国を旅したという世界に視野を広げる

国際派人間。日本人の「心の国際化」の

必要性を感じると話される。

入園料無料 lkg 800円
高森には10ケ 所の リンゴ園があります。

問い合わせは下の各国にどうぞ。

2-1
2-1
2-0
2-1
2-0
2-1
2-1
2-1
4-0
4-0

68
42
44
12
74
19
83
97
39
33

1

1

4

4

3

4

3

0

5

5

1.南阿蘇観光 リンゴ園

2.(3の 観光 リンゴ園

3.平成 リンゴ園

4.高森アップル農園

5.味一 リンゴ園

6.寅ちゃん観光 リンゴ園

7.(Dふれあいリンゴ園
8.ポ ニー牧場 リンゴ園

9.児玉アップル園

10。 今村 リンゴ園

●

●  ●

●  ●

山
広

民
晨

″『

文
化
や
風
習
の
違
い
は
あ

っ
て
当
た
り
前
。
実
際
に

体
験
し
、
互
い
に
様
々
な
違
い
を
認
め
あ
い
、
相
手
を

尊
重
す
る
精
神
か
ら
、
本
当
の
交
流
が
芽
生
え
る

八
月
二
十

一
日
午
後
二
時
か
ら
蘇
陽
町
馬
見
原
公
民
館
で
、
今
回
の
海
外

研
修
の
反
省
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
町
村
と
も
参
加
し
た
中
学
生
と
青
年

団
リ
ー
ダ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
班
ご
と
に
与

え
ら
れ
た
テ
ー

マ
の
ま
と
め
を
行
い
ま
し

た
。内

容
は
韓
国
と
の
歴
史
的

つ
な
が
り
。

韓
国
と
の
現
状
の
相
違
点
。
韓
国
の
文
化
。

韓
国
の
産
業
。
日
本
と
韓
国
の
協
力
。
生

活
習
慣
の
違
い
に
つ
い
て
な
ど
で
、
こ
の

最
終
的
な
結
果
は
後
日

「研
修
報
告
書
」

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
。

国
際
交
流
に
つ
い
て
よ
く
言
わ
れ
る
こ

と
は
、
文
化
や
生
活
習
慣
の
違
い
は
あ

っ

て
当
た
り
前
。
違
い
を
比
較
す
る
だ
け
で
な
く
、
違
い
を
認
め
合
い
、
相
手

を
尊
重
す
る
気
持
ち
を
持

つ
こ
と
が
交
流
の
第

一
歩
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

今
度
の
貴
重
な
体
験
を
も
と
に
し
て
、
国
際
交
流
の
あ
り
方
と
必
要
性
や
重

要
性
を
考
え
て
、
そ
れ
を
多
く
の
人
々
に
伝
え
、
自
分
の
生
活
や
、
今
後
自

分
の
住
ん
で
い
る
町
村
や
日
本
の
た
め
に
活
し
、
そ
し
て
国
際
交
流
の
重
要

性
が
高
ま
る
中
で
の
大
き
な
力
に
な

っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

韓
国
か
ら
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
つ
い
て

今
回
南
阿
蘇
の
中
学
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
お
世
話
に
な

っ
た
、
『
百
済
青

少
年
の
星
』
の
中
学
生
達
が
、
来
年

一
月
初
旬
に
南
阿
蘇
に
や

っ
て
き
ま
す
。

日
程
な
ど
は
ま
だ
決
ま

っ
て
い
ま
せ
ん
の
で
分
か
り
し
だ
い
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
そ
の
際
は
国
際
交
流
の
必
要
性
を
広
く
お
知
ら
せ
す
る
た
め
に
、
各
受

け
入
れ
家
庭
内
で
の
交
流
風
景
な
ど
を
含
め
て
詳
し
く
掲
載
し
ま
す
。

■草部北部りんご地図

(11)

鍋の平
キ ヤンフ場

外

研

修

反

省

十

一
月
中
旬
ま
で
と
れ
ま
す
。
ご
家
族
で
ど
う
ぞ
。

高
森
で
リ
ン
ゴ
栽
培
を
手
が
け
て
か
ら
七
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
最
初
の
頃
は
土
作
り
や
日
照
不
足

な
ど
、
色
々
と
む
ず
か
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

が
、
気
候
が
合

っ
た
こ
と
や
リ
ン
ゴ
農
家
の
努
力

と
、
長
野
県
の
同
名
の
町

「高
森
町
」
の
リ
ン
ゴ

農
家
と
の
交
流
や
指
導
な
ど
に
よ
る
ノ
ウ

ハ
ウ
の

蓄
積
に
よ

っ
て
、
水
不
足
の
今
年
も
大
き
な
実
を

た
く
さ
ん
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

家
族
で
の
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
に
最
適
で
す
。

高
森
の
秋
を
満
喫
し
な
が
ら
、
の
ん
び
り
と
リ

ン
ゴ
狩
り
を
楽
し
ん
で
み
ら
れ
ま
せ
ん
か
。

取
り
方
を
親
切
に
教
え
る
後
藤
さ
ん
。

今
年
の
第

一
号
の
お
客
さ
ん
に
ポ
ー
ズ

を
と
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

高
千
穂
か
ら
来
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

9月 3日 の日曜 日に後藤富夫さん (上色見・洗川)の高

森アップル農園が今年もオープンしました。後藤 さんはリ

ンゴ作 りを始めて今年が 7年 目。毎 日奥さんと息子さんの

浩一さん (25歳)と 3人 で力を合わせて リンゴづ くりに頑

張ってこられました。「リンゴは 3年で花が付き、5年 日か

ら収穫できます。 リンゴづくりは袋かけなど手がかかる面

もありますが、手塩にかけて育てた子供の様なもの。毎年

実がなることを楽 しみにして精を出 しています。これから

も規模を広げ、他のリンゴ園と協力 し合って観光 と結び付

けた取 り組みをしていきたい。」と話されていました。

リンゴは品種の違いによってとれる時期が少 しずつ違い

ます。一番早いものが 8月 下旬からの 「津軽」で、以後 9

月中旬からの 「千秋」。そ して 9月 下旬からの 「陽光」。最

後は10月 末からの 「フジ」です。熟 していれば、霜が降る

頃でも収穫できるそ うです。その品種の一番適 した時期に

合わせて、色々な味わいを楽 しむことができます。

(14)

多
なり
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秒
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今年も1晰職 ミッ時』匝照報 もヽ
南
阿
蘇

・
西
部
十
勝
勤
労
青
年
交
流
二
十
周
年
記
念
研
修

南
阿
蘇
勤
労
青
年
団
　
北
　
海
　
道
　
研
　
修

各
町
村
二
名
ず

つ
十
二
名
が
民

泊
研
修
に
参
加
。
本
町
か
ら
は
高

森
の
住
吉
久
美
子
さ
ん
と
上
色
見

の
本
田
寅
雄
さ
ん
が
参
加
し
ま
し

た
。
住
吉
さ
ん

（商
業
１９
歳
）
は

「何
も
か
も
ス
ケ
ー
ル
が
大
き
い

事
に
驚
き
ま
し
た
。
私
は
レ
ス
ト

ラ
ン
経
営
の
方
の
と
こ
ろ
に
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
牧
場
で

乳
絞
り
な
ど
の
農
業
も
体
験
し
て

躙飩靡

たか す むら
●
　

　

●
●

―

民
泊
し
て
北
海
道
の

「大
き
さ
」
や
産
業
を
体
験

南
阿
蘇
六
カ
町
村
が

一
体
と
な

り
、
こ
の
ほ
ど
勤
労
青
年
団
の
北

海
道
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
は
今
年
で
二
十
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
に
合
わ
せ

て
二
十
周
年
記
念
研
修
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
北
海
道
研
修
経
験
者

の
参
加
に
よ
る
記
念
研
修
も
あ
り

ま
し
た
ｃ

今
後
も
互
い
に

一
ノ
ウ

ハ
ウ
」

を
研
修
し
合
い
、
「自
分
自
身
の
高

ま
り
」
と
町
発
展
の
た
め
に
活
か

さ
れ
る
こ
と

へ
の
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

た
い
へ
ん
勉
強
に
な
り
ま
し
た
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
本
田
さ
ん

（農
業
２０
歳
）

は

「や

っ
ぱ
リ
ス
ケ
ー
ル
の
大
き

さ
に
驚
き
ま
し
た
。
何
十
キ

ロ
も

ま

っ
す
ぐ
に
続
く
道
路
や
さ
れ
い

な
自
然
が
素
晴
ら
し
か

つ
た
で
す
。

今
回
の
体
験
を
、
自
家
の
農
業
規

模
の
拡
大
な
ど
に

つ
な
げ
て
い
き

た
い
」
と
抱
負
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

第 7回 全国分水嶺 (界)サ ミット 岐阜県高鷲村  8月 30～ 31日

ガ鍵劇移1盛閂参
`毅

翅暉予&認しまタ

昨
年
本
町
で
第
六
回
の
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
が
開

催
さ
れ
て
か
ら

一
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

今
年
は
岐
阜
県
郡
上
郡
高
鷲
村
で
全
国
か
ら

集
ま

っ
た
市
町
村
民
と
地
元
住
民
な
ど
た
く
さ

ん
の
人
を
集
め
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
町
か
ら
も
水
の
大
切
さ
を
学
び
、
今
後
の
水

行
政
に
役
立
た
せ
よ
う
と
、
町
長
と
本
田
町
議

会
議
長
以
下
町
議
会
議
員
も
出
席
し
ま
し
た

山
々
の
尾
根
を
流
れ
下
る
水
は
や
が
て
ま
と

ま
り
、
上
流
域
か
ら
下
流
域
ま
で
飲
料
水
や
農

業
用
水
な
ど
に
利
用
さ
れ
、
人
や
動
植
物
に
は

無
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
な
り
ま
す
。

そ
の

「水
の
源
」
と
も
い
え
る
分
水
嶺
を
有

す
る
私
た
ち
の
町
な
ど
全
国
五
百
の
分
水
嶺
市

町
村
は
下
流
の
人
々
の
た
め
に
も
自
然
を
守
り
、

環
境
や
水
質
の
保
全
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
い
わ
ば
水
源
地
域
と
し
て
の
重
大
な

責
任
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
分
水
嶺
を
有
す
る
市
町
村
が
年

一
回
集

高鷲村は「奥美濃」と呼ばれる郡

上部の最北部、岐阜市から北東約

65kmの ところにあります。東に鷲ヶ

岳 (1,671m)と 西に大 日ケ岳

(1,708m)の大きな山がある風光

明媚なところです。

人口は糸

",600人

、総面積1調 03.71k甫

で主な産業は高冷地野菜、酪農。

またスキー、テニスなど観光産業

も盛んです。

ま

っ
て
上
流
域
の
役
割
と
責
任
や
下
流
域
に
望
む
こ
と

と
交
流
の
必
要
性
。
ま
た
私
た
ち
水
源
地
の
文
化
や
歴

史
と
伝
統
を
認
識
し
て
振
興
を
図
る
こ
と
を
話
し
合
い
、

常
に
水
と
自
然
の
大
切
さ
を
考
え
て
い
こ
う
と
開
催
さ

れ
て
き
た
も
の
で
す
。
今
年
の
テ
ー
マ
は

「水
と
健
康

を
考
え
る
」
で
、
水
は
生
命
の
源
で
あ
り
、
と
り
わ
け

「健
康
」
と
の
関
係
は
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
水
が

豊
富
な
日
本
で
は

「水
と
安
全
は
タ
ダ
」
と
言
わ
れ
、

水

へ
の
恩
恵
は
忘
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
年

「体
に
良

い
水
」
「お
い
し
い
水
」
な
ど
、
水
に
関
心
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
水
に
親
し
み
、
水

へ
の
感
謝

を
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
来
年
は
高
知
県
の
梼
原

町

（ゆ
す
は
ら
ち
よ
う
）
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
講
師
を
招
い
て

そ
の
内
容
は

「日
本
は
物
が
溢

れ
、
何
で
も
自
由
に
で
き
る
社
会

で
あ
る
。
し
か
し
日
本
人
は
民
主

主
義
と
自
由
を
当
然
と
思
い
込
み

そ
れ
ら
を
大
切
と
思
う
心
を
忘
れ

て
し
ま

っ
て
い
る
。
ま
た
、
努
力

す
る
意
気
込
み
や
家
族
の
た
め
、

人
の
た
め
、
社
会
の
た
め
、
国
の

た
め
、
世
界
の
た
め
に
貢
献
す
る

と
い
う
気
持
ち
も
忘
れ
ら
れ
て
し

ま

っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

ア
ジ
ア
だ
け
で
な
く
世
界
の
中

で
の
真
の
リ
ー
ダ
Ｉ
Ｌ
な
る
自
覚

を
持

っ
て
欲
し
い
。
特
に
今
の
子

供
達
の
奮
起
を
期
待
す
る
。
そ
し

て
、
地
球
の
人
口
増
加
は
著
し
い

も
の
が
あ
る
。
食
料
問
題
と
工
業

化
に
よ
る
環
境
破
壊
防
止
の
た
め

に
も
農
業
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
」

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
私
た
ち
は
真

剣
に
考
え
て
み
た
い
も
の
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
視
野
を
広
げ
、

来
る
べ
き
二
十

一
世
紀
の
国
際
社

会
に
対
応
で
き
る
心
を
育
て
よ
う

と
、
高
森
中
学
校
と
同
校
保
護
者

会
で
は
、
国
際
交
流
に
関
す
る
講

演
会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。今

回
は
九
月
十
二
日
に
同
校
で
、

ミ
ヤ
ン
マ
ー

（旧
ビ
ル
マ
）
か
ら

来
ら
れ
た
熊
本
学
園
大
学
の
マ
ン

グ
、

マ
ン
グ

・
ル
ウ
イ
ン
教
授
を

講
師
に
招
い
て
講
演
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

講
演
で
は
ミ
ヤ
ン
マ
ー
の
紹
介

や
日
本
と
の
生
活
、
文
化
の
違

い

や
今
後
の
日
本
の
役
割
、
特
に
東

南
ア
ジ
ア
の
発
展
の
た
め
に
日
本

の
子
ど
も
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と

な
ど
に
つ
い
て
の
話
し
が
あ
り
ま

し
た
。

短
期
間
で
も
け
っ
こ
う
で
す
。
協
力
で
き
る
方

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

第
四
十
一
回
「里
親
を
求
め
る
運
動
」

里
規
制
度
は
、
家
庭
に
恵
ま
れ
な
い
児
童
の
た
め
に
、
家
庭
的
な
環

境
を
確
保
し
、
児
童
を
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育
て
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
の
養
護
児
童
対
策
の
重
要
な
柱
に
な

っ
て

い
ま
す
。
熊
本
県
内
で
は
八
十
八
名
の
里
親
登
録
が
あ
り
、
二
十
名
の

子
供
さ
ん
た
ち
が
里
親
の
方
と
幸
せ
に
暮
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
も

「里
親
を
求
め
る
運
動
」
が
十
月

一
日
か
ら
三
十

一
日
ま
で
の

一
カ
月

間
全
国
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
主
な
活
動
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
保
護
者
が
い
な
か
っ
た
り
、
保
護
者
が
養
育
で
き
な
い
場
合
な
ど

に
、
児
童
を

一
般
家
庭

（里
親
）
に
あ
ず
か
り
家
庭
的
環
境
の
も
と

で
養
育
を
行
う
。

二
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
、
疾
病
な
ど
の
理
由
で
、
家
庭
で
の
養
育

が
困
難
に
な

つ
た
と
き
に
児
童
を
里
親
が

一
時
的
に
あ
ず
か
っ
て
お

世
話
す
る
。
（シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

三
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
が
、
仕
事
な
ど
の
理
由
で
帰
宅
が
い
つ
も
夜

間
に
わ
た
り
、
児
童
の
生
活
指
導
や
家
事
面
で
困
難
な
場
合
に
児
童

を
里
親
に
通
わ
せ
、夕
食
な
ど
の
提
供
を
行
い
お
世
話
す
る
。
（ト
ワ

イ
ラ
イ
ト
ス
テ
イ
）

四
、
保
護
者
が
出
産
、
看
護
、
事
故
、
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に
、
児
童

の
世
話
が

一
時
的
に
困
難
に
な

っ
た
場
合
、
里
親
が
児
童
を
あ
ず
か

り
子
育
て
の
支
援
を
行
う
。

工
、
児
童
福
祉
施
設
の
児
童
に
、
家
庭
の
正
月
や
お
盆
を
体
験
し
て
も

ら
う
。
（家
庭
体
験
支
援
事
業
）

短
期
間
の
受
け
入
れ
で
も
け

っ
こ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
た
だ
け
る
里
親
さ
ん
を
求
め
て
い
ま
す
。
詳
し
い
こ
と
は
熊
本
県

児
童
家
庭
課
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１
内
線
３
６
８
７
か
、
県
福

祉
総
合
相
談
所
０
９
６

・
３
８
１

・
４
４
１
１
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ

●  ●

●  ●

講演するマング、マング・ル

ウィン熊本学園大学教授

一″も早ル)″力層層|の

“

ダ″″″て 舅υ〃 ″|ル1庸

'議

「″努ノェスティノ)'″

と   き 10月 15日 (土 )16日 (日) と こ ろ 熊本県立劇場 (入場無料)

プログラム 15日 午前中 奈良教育大学教授 中川喜代子氏講演会 午後3時からデュークエーセスコンサート

16日 終日 県内外の郷上芸能が出)寅 午後 1時半からシンポジュームを開催

* この他にも九州・山口の物産展、劇上演、啓発映画の上映などがあります。お誘い合わせの上、
ご来場ください。詳しいことは、熊本県同和対策課 096-383-1111 内線3738ま でどうぞ。

(12)

教授が持参されたミャンマーの民芸品

(13)
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